
アラブ諸国におけるUN WOMENの
新型コロナウイルス感染症対策 1

アラブ諸国におけるUN WOMENの
新型コロナウイルス感染症対策
2020年3月～ 12月



本出版物は、日本政府の支援により実現したものです。

© 2021 UN Women. All rights reserved.

UN Womenアラブ地域事務所作成
著者：ケイティ・ピューレン
コピーライター／エディター：グレン・ステインズビー
デザイン：サバンナ・ディサード

表紙写真クレジット：UN Women ／ダル・アル・ムサウィール

誌内写真クレジット：

UN Women ／ソン・デオク・セオ（5ページ）

UN Women ／アフメッド・アブ・ラシェッド（9ページ）

UN Women ／サマール・ハズボーン（11ページ）

UN Womenヨルダン事務所（14ページ）

アミン・サイード（16ページ）

UN Women ／ Because I am a Manキャンペーン（19ページ）

UN Women ／エマッド・カリム（21ページ）

UN Women ／エマッド・カリム（24ページ）

UN Women　ヨルダン事務所（26ページ）

UN Women ／サナッド・アブ・ラティファ（29ページ）

UN Women ／ダル・アル・ムサウィール（31ページ）

UN Women ／イブラヒム・ディラニ、ダル・アル・ムサウィール（35ページ）



アラブ諸国におけるUN WOMENの
新型コロナウイルス感染症対策 (I)

本報告書の発行時点においても、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）は世界やアラブ諸国全体に広がり続けています。

新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、長年にわたって

築き上げてきたジェンダー平等と女性のエンパワーメント、そ

して、その進歩を脅かしており、ジェンダーにもとづく偏見や

不平等からもたらされる、個人、社会、そして経済への悪影響が、

ますます鮮明になっています。

アラブ諸国では、女性はすでに存在しているジェンダーにもと

づく偏見や不平等のため、新型コロナウイルス感染症による社

会的・経済的影響を一段と受けやすくなっています。本報告書

で指摘しているように、ジェンダーにもとづく偏見や不平等は、

パンデミック下で暴力に苦しむ女性の数が増えていることに特

に顕著に表れています。また、パンデミックによって最も打撃

を受けたセクターである労働市場、福祉、雇用において、新型

コロナウイルス感染症が女性に影響を及ぼしていることも明ら

かです。

私たちは、これらの問題に的を絞って優先順位を付けることで、

アラブ諸国がより早く復興できると考えています。 

今回の危機によって、ひとつのことが明らかになりました。そ

れは、この規模の問題に持続可能な方法で対処するには、持続

可能な開発目標をすべての行動の中心に据え、特に目標5やそ

の他のジェンダー関連のターゲットに焦点を当てて取り組むこ

とが重要であるということです。これは、パンデミックに関連

するジェンダー別データに投資し、いままで、ジェンダーや女

性の問題と結び付けられてこなかった分野を対象に、分野を横

断的に、また的を絞ったアプローチを採用し、女性と女児にとっ

てより良き再建を果たすためのイノベーションを生み出すこと

を意味します。 

しかし、迅速かつ持続可能な復興のためには、新型コロナウイ

ルス感染症に関連する意思決定、対策の計画・実施にて、ジェ

ンダーにおいて平等で公平な女性の参画が不可欠です。ここ数

十年の前進にもかかわらず、指導的役割を担う女性は依然とし

て不足しています。ジェンダー構成割合におけるデータが入手

可能なアラブ地域23か国の新型コロナウイルス感染症タスク

フォースにおいて、女性はその17%を占めるに過ぎません。

2020年3月以降、アラブ諸国のUN Women（国連女性機関）

は、新型コロナウイルス感染症に関する方針、計画、予算が女

性と女児の特定のニーズに応えられるようにすることに重点を

置いてきました。私たちの目標は、新型コロナウイルス感染症

対策がジェンダーの違いによって起こる人々への影響から目を

背けないようにすることで、アラブ地域全体の女性と女児の生

活にプラスの影響をもたらす支援をすることです。 

UN Womenはさまざまなプログラムに加え、政府、各国の女

性機関、市民社会、草の根女性団体やユース団体、さらには民

間部門や国連機関との長年にわたる協力関係を活用し、地域お

よび国の新型コロナウイルス感染症対策の優先事項を支援する

ために、エビデンス（証拠）、分析、技術的アドバイスを提供し

ています。

本報告書では、2020年にUN Womenが新型コロナウイルス

感染症対策において、アラブ諸国で行った主な取り組みを取り

上げています。それぞれの取り組みは、UN Womenのパンデ

ミックに対するグローバル・リスポンス・フレームワーク沿って、

6つの優先事項を中心に構成されています。本取り組みでは、

UN Womenが持つ強みを発揮し、すぐに活用できる資源を用

いて最大限の成果を達成できる国や地域において、全力で活動

に取り組んできました。

また本報告書では、 新型コロナウイルス感染症対策へのさらな

る財政的支援や持続可能な資金源で、さらに何が達成できるか

についても述べています。新型コロナウイルス感染症が今後数

年間にアラブ地域の2億人の女性と女児に与える影響を軽減す

るために必要な対策と投資について、読者の考察を促すことが

できれば幸いです。

アラブ諸国の女性と女児の生活に変化をもたらすためにUN 

Womenと協力を続けているすべてのパートナーに心から感謝

するとともに、皆様の安全と健康をお祈り申し上げます。

ズザンヌ・ミカイル

地域事務所長

UN Womenアラブ地域事務所 

序 文
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3RP  シリア周辺地域・難民・回復計画
CBI  現金ベースの介入
CSO  市民社会団体
GBV  ジェンダーに基づく暴力
GiHA  人道支援におけるジェンダー
IBC-GJE  ジェンダーの正義と平等に関する問題に基づく連合
HCT  人道カントリーチーム
LEAP  危機対応における女性のリーダーシップ、エンパワーメント、アクセス、保護
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報告書のハイライト

 » 2020年3月～ 12月にアラブ地域で行われた主な
取り組み。

 » この1年間で利用可能になった財源によって、UN 
Womenはパンデミックのジェンダー的側面に対
処する上で、いかにしてパートナーへの支援を継続・
拡大することができたか。

 » 新型コロナウイルス感染症危機がアラブ諸国のジェ
ンダー平等に与える長期的な社会経済的影響に対応
する上で、UN Womenが比較優位を持っている
分野。

新型コロナウイルス感染症のパンデミックによって、世界中の社

会、制度、経済における深刻な欠陥と脆弱性が明らかになってい

ます。アラブ諸国も例外ではありません。4億3,600万人が住む

この地域では、当初、感染率と死亡率が世界平均よりも低く抑え

られていました。しかし、2020年後半から2021年前半にかけ

て新型コロナウイルス感染者数が急増した結果、地域全体の医療

システムの能力がひっ迫しています。このパンデミックの第二波

は、数十年来の課題を増幅し続けています。これには、暴力や紛争、

不平等、失業、貧困、不十分な社会的セーフティネット、人権問題、

配慮に欠ける制度や統治システム、すべての人々の願いを満たす

には至っていない経済モデルなどが含まれます1。

新型コロナウイルス感染症はまた、女性や女児に広範かつ多様な

影響を及ぼしており、すでに高水準にあった女性と女児への暴力

を悪化させ、労働市場への女性の参画を妨げています。人間開発

におけるジェンダーギャップが世界で最も大きいアラブ地域の女

性は2、社会的、経済的、政治的に数え切れないほどの課題に直面

しています。パンデミックは今や、アラブ地域全体が長年にわたっ

て築き上げてきたジェンダー平等への成果を後退させかねないだ

けでなく、新型コロナウイルスの感染や影響に対する女性と女児

の脆弱性も高めています。

これまでの経験によれば、体系的かつ意識的なジェンダー視点は、

感染症に対する地方、国、地域、そして世界の対応や管理の改善

につながります3。

はじめに1
2020年を通じて、UN Womenアラブ地域事務所、またアラブ

地域に属する国事務所は、規範的取り組み、国連システムの調整、

事業活動というUN Womenが掲げるマンデートを通して、各国

政府、国連システム、市民社会、その他のパートナーが新型コロ

ナウイルス感染症対策と復興においてジェンダー平等を強く重視

するよう支援しました。

本報告書は、新型コロナウイルス感染症危機がアラブ諸国の女性

と女児に与える影響を軽減し、女性と女児が長期的な復興から恩

恵を得られるようにするためにUN Womenが実施した迅速で集

中的な対応によってもたらされた成果をまとめたものであり、以

下の点を主に取り上げています。

UN Womenの3つのマンデートは従来にも増して重要になっている。第一に、目下のような危機の時代には、世界規模での規範的取り
組みが不可欠であり、ジェンダー平等を推進するための政策や法律が必要である。第二に、UN Women地域・各国事務所は、新たな現
実に対応するために、迅速に反応し、プログラムを調整している。最後に、即時的対応においても長期的対応においても、ジェンダーに
配慮した行動が国連システム全体の中でうまく調整されることが何よりも重要である。  
 
 アイスランドの声明（国連アイスランド政府代表部が発表、2020年6月）
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2020年3月に、UN Womenが行ったパンデミックの初期分析

により、女性と女児が最も弱い立場に置かれている5つの重要な

分野が特定されました4。

本報告書の主要な章はこれら5つの優先事項に沿って構成されて

おり、コロナ禍でのジェンダーに配慮した人道支援活動に関する

追加の章では、イラク、レバノン、リビア、パレスチナ、シリア、

イエメンで現在進行中の危機や紛争を考察しています。

UN Women の対応枠組み：
5 つの優先事項2

1. ドメスティック・バイオレンスを含むジェンダーに
基づく暴力の軽減と削減。 

2. 女性と女児のための社会的保護と経済刺激策。

3. ケア労働の平等な分担に向けた人々の支援と実践。

4. 新型コロナウイルス感染症対策の計画と意思決定に
おける女性と女児のリーダーシップと参画。 

5. データおよび調整メカニズムへのジェンダー視点の
組み込み。

 » 全国的なロックダウンなどのパンデミック対応政
策に関連する、ジェンダーに基づく暴力のリスク
の増大。

 » 最も貧しい女性や女児の失業、経済、生活への影響。

 » ケアや家事の不平等な分配。

 » 特にパンデミック下で最も取り残されている女性や
女児の声が、情報に基づく効果的な対応のために取
り入れられていないこと。

 » 政策対応メカニズムに、ジェンダー分析、男女別デー
タ、またはジェンダーに配慮した計画が組み込まれ
ていないこと。

これは、5つの優先事項に焦点を当てたUN Womenのグローバ

ルな対応枠組みの基礎をなしており5、新型コロナウイルス感染症

に対するUN Womenの地域的対応もこの優先事項に沿って構築

されています。
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3 アラブ諸国における
UN Womenとの協力

パートナーシップ・アプローチ

新型コロナウイルス感染症が大流行して以来、UN Womenは政

府、各国および国際的なパートナーの広大なネットワークと地域

および国家レベルで協力し、アラブ諸国における新型コロナウイ

ルス感染症支援を適合、拡張、拡大させてきました。UN Women

のアプローチは、新型コロナウイルス感染症危機の理解と対応、

そしてそこからの復興のために、これらのパートナーを支援する

ことです。このような継続的な投資とパートナーシップには、新

型コロナウイルス感染症に対する国連システムの広範な対応の一

環として、データやエビデンス（証拠）の作成、政策アドバイス、

プログラムによる介入が含まれます。 

2021年1月現在、UN Womenアラブ地域事務所は、エジプト、

ヨルダン、レバノン、モロッコ、パレスチナのUN Women国事

務所と、チュニジア／リビアおよびイラク／イエメンのクラス

ターオフィスを直接支援しています。また、クウェート、バーレー

ン、サウジアラビア、シリアの国連カントリーチーム（UNCT）

の非常駐機関メンバーとしても支援を行い、アラブ首長国連邦の

UN Womenリエゾンオフィスと緊密に連携しています。

これらの国で、UN Womenは今もなお新型コロナウイルス感染

症対策と、女性と女児のためのより良き再建に注力しています。

アラブ諸国のUN Women事務所は、この前例のない難局に対応

するために、利用可能なあらゆる資源を動員し続けています。新

型コロナウイルス感染症のパンデミックが宣言されてからわずか

数週間のうちに、UN Womenはアラブ地域全体の重要な業務を

デジタル／バーチャルプラットフォームに移行し、新型コロナウ

イルス感染症安全予防措置を講じました。これにより、UN 

Womenは、移動や物理的交流が制限されたにもかかわらず、パー

トナーや受益者への支援を途切れることなく継続することができ

ました。 

アラブ地域におけるUN Womenの事業モデルはすでに、イラク、

ヨルダン、レバノン、リビア、パレスチナ、イエメンでの事業活

動や、すべてのUNCTおよび人道カントリーチーム（HCT）へ

の技術支援を通じて、絶えず変化する状況やニーズに適応できる

ように構築されていました。これには、UN Womenが非常設機

関として名を連ねるUNCTやHCTへの技術支援が含まれます。 

UN Womenは、エジプト、イラク、ヨルダン、レバノンをカバー

する各国事務所との連携を通じて、「シリア周辺地域・難民・回

復計画（3RP）」の積極的なパートナーにもなっています。世界

的には、機敏性を高めるための政策や手続きの合理化が、地域や

国レベルでの活動に反映されました。これにより、民間部門を含

むアラブ地域の新たなパートナーとの協力、新たな資金の受け入

れと提供、そして今回の危機を乗り越えるべく最前線で各国を支

援しているスタッフのサポートやケアを行うための取り組みにお

いて、UN Womenの柔軟性が高まりました。 

必要な財源

UN Womenは2021年～ 2025年に、準備、対応、復興のため

にアラブ地域の12カ国以上への支援を予定しています。これに

は、地域全体の支援と、UN Womenが事務所を置く9カ国およ

びUN Womenが非常駐機関である4カ国への直接援助が含まれ

ます。

UN Womenの試算によると、アラブ地域全体でのジェンダーに

配慮した新型コロナウイルス感染症対策・復興に向けた支援には、

地域全体の対応と復興の両方を対象として、今後5年間（2021

年～ 2025年）で年間7,000万米ドルが必要です。具体的な費用

は、受入国政府との協議や、国連常駐調整官／人道調整官および

その他のパートナーとの調整の上、国ごとに決定されます。
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アラブ地域における 
新型コロナウイルス感染症対策と 
復興のための資金調達チャネル

パートナーは、以下に示す補完的な資金調達メカニズムを通じて、

アラブ地域におけるUN Womenの新型コロナウイルス感染症対

策・復興活動に貢献することができます。

UN Women への国レベルでの直接資金提供
 » パートナーは、新型コロナウイルス感染症対策・復興活動など、国レベルでのUN Womenプロ

グラム／プロジェクトに直接資金を提供することができます。 

 » UN Womenを通じた活動で、新型コロナウイルス感染症危機の影響を最も受けている女性と女
児を支えるため資金を提供しているパートナーに直接的な支援をし、UN Womenが女性団体な
どの現地パートナーとの協力や受入国政府との連携の下、現地での解決策を設計できるようにし
ます。 

UN Women への地域レベルでの直接資金提供／テーマ別資金提供
 » 特定のテーマ分野や地域全体または複数国ベースで新型コロナウイルス感染症に対応するために、

実用的で柔軟なメカニズムを提供します。 

 » 新型コロナウイルス感染症対策・復興活動の支援を目的とした財源は、テーマ分野や特定のUN 
Women事務所に迅速に割り当てられ、円滑に監視され、資金提供者に報告されます。

プール（積み立て）された国連資金
 » 複数のパートナーからの拠出金を、UN Womenを含むプログラムを実施するいくつかの国連機

関に配分し、特定の地方、地域、または世界のジェンダー平等や女性と女児のエンパワーメントを
含む優先事項を共同で支援することができます。

 » 既存の資金調達チャネルを補完するものの例としては、国連中央緊急対応基金（CERF）や国連新
型コロナウイルス感染症対策・復興マルチパートナー信託基金（MPTF）が挙げられ、これらを通
じてヨルダンとパレスチナのUN Women事務所、およびチュニジアのUN Women事務所はそ
れぞれ2020年に新型コロナウイルス感染症関連の資金提供を受けました。

UN Womenは、必要に応じて受入国政府やドナーと協議しなが

ら、既存のプログラム資金を転用することで財源の確保に努め、

アラブ地域が苦労して勝ち取ったジェンダー平等に関する成果を

守るための追加資金を早急に模索する予定です。 
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成果の概覧： 
ジェンダーに基づく暴力の軽減と削減4
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新型コロナウイルス感染症のパンデミックに対し足並みの揃った

世界的対応が求められているのと同様に、それに伴う女性への暴

力という陰のパンデミックにもまた、多部門にまたがる協調的な

取り組みが必要です。 

UN Womenのマンデートのひとつである調整という役割によ

り、この活動を支援する上で国連システム内において唯一無二の

地位を有しています。 

新型コロナウイルス感染症の発生以来、アラブ諸国の UN 

Womenは、女性と女児に対する暴力（VAWG）の急増に対す

る国連システム全体の迅速な対応の促進に注力し続けているとと

もに、この陰のパンデミックへの対応において加盟国と市民社会

を支援しています。

ニーズ

アラブ諸国では、新型コロナウイルス感染症発生前からすでに

37%の女性が暴力を経験していましたが、今では女性や女児を

主な対象とするジェンダーに基づく暴力が急増しています。他の

形態の暴力も続いており、例えば、アラブ地域では女児の5人に

1人が18歳未満で結婚するほか、世界の女性性器切除件数の4分

の1がアラブ地域で行われています。

さらに、アラブ地域ではドメスティック・バイオレンスやジェン

ダーに基づく暴力の発生率が驚くほど過少に報告されています6。

新型コロナウイルス感染症の発生当初にドメスティック・バイオ

レンスが増加し、シェルターの需要が高まったことを示す初期の

エビデンス（証拠）7 は、この陰のパンデミックの広がりや動向を

素早く理解することの重要性を浮き彫りにしました。

アラブ諸国のUN Womenはこれに注目して対応し、新規および

既存のパートナーシップを動員して、2020年5月に9カ国で女

性と女児に対する暴力について迅速な評価を実施しました。危機

の発生時にはリアルタイムのデータが不可欠であるように、組織

の連携や調整も必要です。

アラブ諸国における 
UN Women の対応

コロナ禍でのVAWGに関する 
データ収集の強化

コロナ禍でのジェンダーに基づく暴力の軽減と削減に向けた取り

組みは、VAWGに関する国別データ収集メカニズムへのUN 

Womenによる継続的な投資から恩恵を受けています。

モロッコ

パンデミック下での暴力から女性を守るための施策を市民社会団

体（CSO）から政府へと成功裏に提言するために、既存の「UN 

Women Count」プログラムによって作成された調査データが

利用されました8。

新型コロナウイルス感染症対策と復興において、UN 
Women地域・各国事務所は引き続き、以下のような
比較優位を持つ分野に注力しています。 

1. VAWG に 関 す る デ ー タ 収 集 に お い て、UN 
Womenの技術的なジェンダー専門知識やソー
トリーダーシップを活用する。

2. VAWG に対処する政府政策を推進する UN 
Womenの規範的活動を基盤として、資金調達
や政策決定の指針を示し、暴力被害者を支援し、
将来の暴力を予防する。

3. 草の根団体や女性団体との長年にわたる関係を
活かして暴力被害者を支援し、新型コロナウイ
ルス感染症対策と復興においてVAWGへの取
り組みを優先するよう意思決定者に提言する。

https://data.unwomen.org/where-we-work/morocco
https://data.unwomen.org/where-we-work/morocco
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民間部門パートナーとの協力

2020年に開始された新たな民間部門とのパートナー

シップには、独自の調査手法を用いてVAWGに関す

る革新的なデータ収集を行うための、UN Women

と RIWI Corp と の 協 力 関 係 が 含 ま れ ま す。RIWI 

Corpの特許取得済みの手法を利用することは、調査

に参加する回答者の絶対的な匿名性と安全性を確保す

るために不可欠であったほか、この手法を用いること

で、ロックダウン規制や紛争などのため他の方法では

アクセスが困難であった9カ国の回答者にアクセスす

ることができました。

パレスチナ

ジェンダーに基づく暴力と女性の司法へのアクセスに関するデー

タ作成へのこれまでの投資が実を結び、UN Womenはコロナ禍

の状況に合わせて暴力に関連するデータ収集の手法を調整するの

に適した立場にあり、政府、市民社会、サービス提供者を巻き込

んでドメスティック・バイオレンスに関する迅速な評価を支援す

るためのパートナーシップを有していました。2020年7月に発

表された調査結果は重要なデータを提供し、UN Womenが国連、

非政府組織（NGO）、政府などのパートナーに対し、パンデミッ

ク下で女性が必要とするサービスへのより良いアクセスを得るた

めの政策を提言するのに役立ちました。

アラブ地域

VAWGのデータ収集に関するUN Womenの技術的専門知識に

加え、パンデミック下におけるソートリーダーシップ、ガイダン

ス、支援によって、データ収集における倫理原則と安全原則をア

ラブ地域全体で遵守することができました9。UN Women地域事

務所は、9カ国（エジプト、イラク、ヨルダン、レバノン、リビア、

モロッコ、パレスチナ、チュニジア、イエメン）で16,000人以

上にインタビューを行い、VAWGに関する迅速な評価を通じて

模範を示しました。UN Womenのアセスメントは、アラブ地域

で初めて、新型コロナウイルス感染症が男性と女性に与えるジェ

ンダー固有の影響を記録しました。また、特に女性に対する暴力

やジェンダー固有の社会規範に焦点を当てて記録したものでした。

VAWGに関する効果的な資金調達と 
政策決定の指針提供

アラブ地域におけるVAWGの増加に対応するための意思決定に

ついて指針を示すために、UN Womenはさまざまなパートナー

への技術支援や事業支援を強化しています。国レベルでは、政府

機関や女性の権利ネットワークと協力し、ロックダウンや移動制

限措置の期間中に激化した暴力から女性と女児を守ることを要求

する法律や関連法案を支援しています。

ヨルダン

ジェンダーに基づく暴力（GBV）の報告件数がロックダウンの最

初の数カ月で33%増加したため、ヨルダン内務省の公安局（PSD）

は、ジェンダーに配慮した危機対応チームと女性職員を迅速に配

置し、全国の暴力被害者／サバイバーや弱い立場にある女性と女

児を支援しました。UN WomenはPSD家庭保護部に技術支援

を行い、第一応答者によるGBVのケースマネジメントを支援す

る実践的なポケットガイドを作成しました10。

イラク

国連イラク支援団（UNAMI）に、政府に提出するための政策ポ

ジションペーパーが提出されました。これは、パンデミック中に

ドメスティック・バイオレンスの発生率増加が報告されているこ

とを受けて、ドメスティック・バイオレンス防止法の採択を求め

るものです。 

レバノン

レバノン女性国家委員会は他のパートナーと協力し、コロナ禍で

のGBVへの取り組みを拡大するために、国連安保理決議1325

号「女性・平和・安全保障」に関するレバノンの国家行動計画を

改訂しました。UN Womenの技術支援がこのプロセスにおいて

役立ちました。具体的な改訂項目としては、ドメスティック・バ

イオレンス被害者／サバイバーのためのシェルターや宿泊施設の

提供や、法改正などが挙げられます。また、暴力被害者／サバイ

バー向けの特別基金を設立するための政令も発出されました。

https://riwi.com/
https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20palestine/attachments/publications/2020/5/fianl%20rapid%20assessment%20on%20covid-19.pdf?la=en&vs=1406
https://www2.unwomen.org/-/media/headquarters/attachments/sections/library/publications/2020/vawg-data-collection-during-covid-19-compressed.pdf?la=en&vs=2339
https://jordan.unwomen.org/en/digital-library/publications/a-pocket-guide-for-public-security-directorate-family-protection-department-officers
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パレスチナ

省庁、司法、警察は、パンデミック下で女性と女児を暴力から守

るための緊急計画や手順を策定する際に、規範的・技術的専門知

識の信頼できる提供者としてUN Womenに協力を依頼しまし

た。UN WomenのマンデートであるVAW分野における規範的

活動や調整活動は、閣僚会議による緊急手順の迅速な採択に貢献

し、これにより暴力被害者／サバイバーはシェルターに移る前に

新型コロナウイルス感染症検査のために安全な検疫所に収容され

ることになりました。司法部門への支援は、裁判所の機能の維持

や女性の司法へのアクセスを可能にするための体温計の提供と

いった実際的な措置や、女性受刑者やその子どもなど、国の対応

努力で見落とされる恐れのある女性への生活必需品の提供にまで

及びました。

エジプト

社会連帯省は、女性シェルターが女性とその子どもへのケースマ

ネジメント支援をコロナ禍でも安全な方法で優先的に継続できる

よう、新たな手順を策定しました。UN Womenの支援を受けて

標準作業手順書が改訂され、隔離された環境にいる暴力被害者／

サバイバーの女性とその子どもに対し、十分な栄養やその他の必

須サービスへのアクセスと、オンラインでのケースマネジメント

が提供されることになりました。

アラブ地域

UN Womenは、国連の地域協力プラットフォームである「ジェ

ンダーの正義と平等に関する問題に基づく連合」（IBC-GJE）の

共同招集者としての役割を通じて、パンデミック下で女性と女児

を暴力から守るために、協調的なマルチステークホルダー・アプ

ローチを推進しています。GBVと新型コロナウイルス感染症に

関する国連事務総長の政治的関与戦略に沿って、IBC-GJEは

2020年12月にこの問題に関するハイレベル地域対話を共同開

催しました。この際、アラブ連盟事務次長のハイファ・アブ・ガ

ザラ大使は、「新型コロナウイルス感染症に関連するすべての準

備・復興計画に、女性と女児に対する暴力に対処するための措置

を組み込み、これらの取り組みに十分な財源を確保するための積

極的な努力」の必要性を改めて確認しました。このハイレベル会

議は、新型コロナウイルス感染症危機下でVAWG関連の政策や

サービス提供の意思決定者を支援してきたUN Womenと他国連

機関の取り組みの集大成であったといえます。これは、「アラブ

地域におけるVAWGと新型コロナウイルス感染症」および「ア

ラブ諸国におけるVAWG被害者／サバイバーのための必須サー

ビスの提供」に関する国連政策ブリーフや、パンデミック下で女

性と女児に対する暴力のリスク増大について啓発を行う公共広告

など、年間を通じて行われた一連の共同活動の上に成り立ってい

たものです。UN Womenの調整マンデートを利用することで、

これらの地域の国連活動はデジタルプラットフォームだけで25

万人以上の人々にリーチしました。

VAWGの陰のパンデミックに対処するための 
女性団体への支援
 

女性が率いるCSOやフェミニストCSOとのパートナーシップを

強化することは、アラブ諸国におけるVAWGの予防と撲滅に向

けたUN Womenの取り組みの礎です。2020年、暴力被害者／

サバイバー向けのさまざまなサービスが事業の継続に苦労する

中、UN Womenは草の根団体や女性団体とのこれまでの関係を

活かして緊急の技術支援や資金支援を行うことのできる唯一の存

在として、パンデミック下でVAWGに関する重要な情報を収集

し、発信することができました。

レバノン

パンデミック下で、女性の人権団体は移民労働者、特にロックダ

ウン中に孤立感や暴力を受けるリスクの増大に直面している家事

労働者やケア労働者の司法へのアクセスを改善するために、独創

的な法務戦略の利用を推進し続けました。UN Womenの支援を

受けて、奴隷制と奴隷売買に反対する最初の訴訟が2020年末ま

でにレバノンの刑事裁判所に提起されました。この画期的な訴訟

は、コロナ禍によって移民女性が搾取、暴力、虐待という特有の

リスクにさらされている今、何千人もの移民家事労働者のために

ついに正義への扉を開く可能性を秘めています11。

https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/12/violence-against-women-and-girls-and-covid-19-in-the-arab-region
https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/12/violence-against-women-and-girls-and-covid-19-in-the-arab-region
https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20arab%20states/attachments/publications/2020/08/policy%20brief%20esp_en_19820-min.pdf?la=en&vs=4849
https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20arab%20states/attachments/publications/2020/08/policy%20brief%20esp_en_19820-min.pdf?la=en&vs=4849
https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20arab%20states/attachments/publications/2020/08/policy%20brief%20esp_en_19820-min.pdf?la=en&vs=4849
https://www.youtube.com/watch?v=PMibVVpHT2I
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パレスチナ

草の根女性団体は、UN Womenの支援を受けて、2020年を通

して暴力被害者／サバイバー向けの心理社会的サービスや法的

サービスの継続性を確保しました。

アラブ地域

エジプト、モロッコ、チュニジアにおいて、UN Womenは女性

団体やコミュニティとのパートナーシップを利用して、パンデ

ミック下で暴力を受けた女性被害者／サバイバーが利用できる

サービスをマッピングすることで、報告された認識ギャップや知

識ギャップに素早く対処しました。UN Womenはソーシャルメ

ディアコンテンツやラジオCMを利用してエジプトで暴力被害者

／サバイバー向けサービスの認知度を高め、アラブ地域全体で同

様の取り組みを進めるための道を切り開き、それによって200万

人以上の人々に2020年はリーチすることができました。

アラブ地域

2020年5月に、200以上の女性CSOが動員され、コロナ禍が

VAWGに与える影響について重要な知見が提示されました。UN 

Womenの支援を受けたこの共同の取り組みは、政策立案者や

サービス提供者が、最前線にいる人々の声や経験に耳を傾ける

きっかけを作りました。これは、女性CSOの視点からまとめら

れた出版物として結実しました。この出版物は、コロナ禍に関連

して暴力を受けた女性被害者／サバイバーへの主な脅威や、最も

弱い立場にある女性、特に難民女性や移民女性、障がいを持つ女

性へのパンデミックの影響を記録したものです。

https://arabstates.unwomen.org/en/what-we-do/ending-violence-against-women/faqs/signs-of-abuse
https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/12/brief-the-impact-of-covid19-on-vaw-in-the-arab-states-through-the-lens-of-women-csos
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より迅速な行動のための強力なパートナーシップ
各国の女性機関と連携したUN Womenの活動

エジプト

国家女性評議会（NCW）は、VAWGを防止し、暴力被害者／サバイバーを保護するための取り組みの先頭に立ち、UN 

Womenと連携していくつかの取り組みを行っています。これには、コロナ禍が女性に与える潜在的な影響に関する迅速な

分析や、陰のパンデミックの影響を受けた女性に対するオンラインでの心理社会的支援の提供などが含まれます。NCWを

はじめとする国内パートナーとUN Womenは、「Our Mental Health is a Priority（私たちのメンタルヘルスは優先事項

です）」と題した共同イニシアチブも立ち上げました。この共同取り組みでは、情報提供動画を通じて、パンデミック下にお

ける女性のメンタルヘルスを支援・促進するために、専門家のアドバイスや対処法を紹介しました。さまざまなデジタルプラッ

トフォームで公開されたこの動画は、ソーシャルメディアで20万回のインターアクションを獲得し、直接視聴者数は

52,000人以上に上りました。

ヨルダン

2020年3月のヨルダン国家女性委員会とUN Womenの迅速な協働により、GBV件数の増加に関して現在および過去の健

康危機から得られた教訓が、コロナ禍でのVAWGを軽減および削減するための提言とともに、直ちに政策立案者の注意を

引くこととなりました。 

モロッコ

モロッコ全国女性連合（UNFM）は、全国の暴力を受けた女性被害者／サバイバーに24時間365日の支援とガイダンスを

提供するKolona Maakデジタルプラットフォームへの投資を継続しました。2020年に、UNFMはUN Womenとの協力

の下、人工知能を利用してプラットフォームを最適化し、データ管理とデータの質を急速に向上させました。 

レバノン

レバノン女性国家委員会（NCLW）とUN Womenの「女性・平和・安全保障」アジェンダにおけるリーダーシップは、パ

ンデミック下のVAWGのための追加融資を引き出す上で重要な役割を果たしました。NCLWとUN Womenによるこの共

同取り組みは、コロナ禍中・後の暴力被害者／サバイバーを支援するための特別基金の設立を含め、国連安保理決議1325

号「女性・平和・安全保障」に関するレバノンの国家行動計画の改訂を支援しました。

https://egypt.unwomen.org/en/what-we-do/ending-violence-against-women/tackling-violence-against-women-in-the-time-of-covid19
https://egypt.unwomen.org/en/what-we-do/ending-violence-against-women/tackling-violence-against-women-in-the-time-of-covid19
https://www.youtube.com/watch?v=pTXc2o0ayeU
https://jordan.unwomen.org/en/digital-library/publications/covid19-and-gender-in-jordan
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成果の概覧： 
女性と女児のための 
社会的保護と経済刺激策  

5
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UN Womenは、パートナーのネットワークと協力し、コロナ禍

によるジェンダー固有の影響に対処するために、女性の経済的エ

ンパワーメントに関する比較優位と技術的専門知識を引き続き活

用しています。UN Womenは、財務省やジェンダー平等機関、

女性の権利団体、国連機関、民間部門との既存のパートナーシッ

プを通じて、女性を経済回復と強靭（レジリエンス）の中心に据

えています。 

ニーズ

感染症に起因する経済危機について得られたエビデンス（証拠）

は、女性への影響の方が大きいことを示唆しています12。アラブ

諸国の女性の正規就労率は21%（男性は70%）とすでに世界で

最も低く、パンデミックの結果として70万人の女性が職を失う

ことになるため、さらに低下する見込みです13。これらの職の多

くは、女性が労働者の61.8%を占める非正規セクターで失われ、

基本的な社会的・法的保護や従業員給付は総じて不足していま

す14。 

アラブ地域にいる推定900万人の女性移民労働者は、渡航禁止や

その他の制限によって、自分の生活や出身国の家族を支える能力

が損なわれています15。新型コロナウイルス感染症危機による景

気減速が労働市場における若者の脆弱性をさらに悪化させるた

め、若い女性は二重の課題に直面しています。 

アラブ地域の若年層（15 ～ 24歳）の失業率は世界で最も高く、

2019年の平均で26.9%、若い女性では42.8%もの高さに達し

ています16。コロナ禍の経済的影響によってさまざまな集団に属

する女性が貧困に追い込まれる中、女性世帯主家計が特に脆弱な

状態にあります。これらの女性はケアワーク負担が極めて大きく、

多くの場合、不安定で低賃金の仕事に就いています。

こうした状況は、男性を主な世帯主と見なす政府政策に潜むジェ

ンダーバイアスによってさらに悪化しています。アラブ地域の女

性非正規労働者、移住女性、若い女性、女性世帯主家計の窮状は、

ジェンダーが他の形態の社会的疎外とどのように交差し、女性の

経済的包摂やエンパワーメントを妨げているかを浮き彫りにして

います。

アラブ諸国における 
UN Women の対応

財政刺激策や社会的保護策の設計への 
ジェンダー視点の取り入れ 

UN Womenはジェンダー対応型予算の策定において国連システ

ム内でリーダーシップを発揮し、アラブ地域の社会的保護策や経

済刺激策が、特に経済ピラミッドの底辺にいる女性と女児の助け

になるよう支援しています。 

チュニジア

UN Women は、国連新型コロナウイルス感染症対策・復興

MPTFから14万6,000米ドルの追加資金を調達し、コロナ禍に

よって社会的権利や経済的権利が影響を受けた女性のために、社

会的保護措置や財政措置をよりジェンダーに配慮した保護的な

ものにすることを目的としたさまざまな取り組みを支援しまし

た。これには、新型コロナウイルス感染症支援・復興政策にジェ

ンダー対応予算編成を適用するための各部門省庁向けの研修が

含まれます。

新型コロナウイルス感染症危機下で女性の経済的強靭性
（レジリエンス）を高めるためのUN Womenの取り組み
は、大きく3つのカテゴリーに分類できます。

1. 財政刺激策や社会支援プログラムの設計に、意識的
なジェンダー視点を取り入れる。

2. 女性の生計と資源へのアクセスを確保するために、
既存の女性の経済的エンパワーメント・プログラム
／プロジェクトを迅速に再編成する。

3. コロナ禍中・後の女性の経済的強靭性（レジリエン
ス）を高めるために、新たなパートナーシップやテ
クノロジーを推進する。
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レバノン

ジェンダーに配慮した社会的保護に関する政策・技術助言サービ

スは、コロナ禍が女性に与えた影響に対処するための的を絞った

措置の採用につながりました。これには、非正規セクター労働者、

移民労働者、家事労働者への現金給付、女性の雇用が不均衡なセ

クターにおける雇用・労働市場政策の実施、女性経営企業への支

援などが含まれます。 

ヨルダン

政策立案者の要請を受けた技術支援によって、新型コロナウイル

ス感染症準備・対応国家計画において男女別データの収集や利用

がより重視されるようになりました。ジェンダー対応予算編成に

関するUN Womenの専門知識も活用され、パンデミックがマク

ロ経済指標に与える影響を政府が分析する際に、ジェンダー視点

が確実に適用されるようになりました。

コロナ禍において女性の生計を確保するための 
既存プログラムの再編成

危機の発生当初から、UN Womenはパートナーとともに、正式

な社会的保護制度から取り残された女性の経済的強靭さ（レジリ

エンス）を確保するために迅速に行動しました。無条件の現金給

付などの介入を通じて、アラブ地域で最も弱い立場にある女性と

その家族、特に女性世帯主家計の短期的な経済的ニーズに応えて

きました。 

レバノン

UN WomenはCSOパートナーと協力して研修や就職斡旋プロ

グラムを再編成し、デジタル技術の利用を拡大して女性に経済的

エンパワーメント・サービスを提供するとともに、UN Women

の生計プログラムにすでに登録している女性に無条件の現金給付

を行いました。 

エジプト

UN Womenは、パンデミックに起因する経済的ショックの女性

への影響を迅速に軽減するために行動しました。これには、移動

制限政策のために職を得られず、技能研修プログラムを継続でき

ない難民女性や受入コミュニティの女性を対象とする資金援助が

含まれます。

モロッコ

UN Womenは、女性が率いる協同組合のオンライン市場へのア

クセスを強化し、農村部の女性のためにオンライン行政手続きを

促進し、女性事業者がソーシャル・ディスタンスの確保に素早く

対応できるようにしました。

パレスチナ

UN Womenは、世界の優れた取り組みに基づき、パンデミック

下での女性の経済的強靭さ（レジリエンス）を確保するために、

ヨルダン川西岸地区とガザ地区における現金ベースの介入（CBI）

の方法を見直しました。このアプローチによって、UN Women

の支援はエビデンス（証拠）に照らして現地の状況に基づいたも

のとなり、暴力を受けた女性被害者／サバイバー、障がいを持つ

女性、高齢の女性など、最も弱い立場にある女性のニーズを満た

すことができました。2020年を通して、UN Womenは他の国

連機関、NGO、開発パートナーと協力し、ジェンダーに基づく

暴力から保護するためのCBIを最適化するなど、重複を避け、緊

密な連携を確保しました。 

女性の経済的強靭さ（レジリエンス）を 
高めるための新たなパートナーシップや 
テクノロジーの推進

アラブ諸国全体で、UN Womenは2020年を、コロナ禍中・後

の女性の経済的エンパワーメントを保護するための新たなアプ

ローチを促進する好機と見なしました。 
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ヨルダン

UN Womenは、革新的な現金給付スキームを実現するための最

適なパートナーとしての戦略的立場にあります。世界食糧計画

（WFP）との協力により、UN Womenはコロナ禍の外出制限期

間中もシームレスな（途切れる事がない）リモート作業で、難民

キャンプにいるシリア難民女性に現金支援を継続的に届けること

ができた数少ない人道支援組織の1つとなりました。革新的なブ

ロックチェーン現金給付システムを利用することで、500人以上

の女性がWFPの「Building Blocks」プラットフォームを通じて

自身の受給権にアクセスすることができました。これによって女

性たちが自らの給与を管理しやすくなり、本人確認のスキャンに

よって女性本人しかシステムを通じて現金を引き出せないように

なりました17。

パレスチナ

市民社会はUN Womenと連携し、女性主導の企業が新しいテク

ノロジー（デジタルマーケティング・プラットフォームなど）や

新たな事業継続アプローチにアクセスできる機会を増やし、コロ

ナ禍中・後に女性主導の企業が存続し、さらには成功できるよう

に支援しました。また、「グローバルな法の支配プログラム」を

通じてパレスチナ労働組合総連盟を支援し、新型コロナウイルス

感染症によって職を失ったり仕事に影響を受けたりした女性に、

司法へのアクセス向上や、権利実現のための法廷代理や三者協議

での代理など、法的支援サービスを提供しました。

エジプト

UN Womenは、エジプト政府の「2030ビジョン」の機運を支

えるべく、新たなオンラインツールとパートナーを採用しました。

「2030ビジョン」の目標は、2020年代末までに複数の主要セク

ターの企業取締役の30%が女性で構成されるようにすることで

す。2020年に、UN Womenは国際金融公社およびウィメン・

オン・ボード・オブザーバトリーとの協力の下、デジタルプラッ

トフォームの利用を加速させ、企業で指導的役割を担うより多く

の女性に手を差し伸べ、研修を行いました。

アラブ地域

アラブ地域では、2020年に女性のエンパワーメント原則（WEPs）

のグローバルネットワークに参加する企業が増えました。このプ

ラットフォームに参加（署名）するアラブ諸国の企業数は、

2019年の189社から、2020年末には238社へと26%増加し

ました。このプラットフォームを通じて、アラブ地域の企業は、

パンデミックを受けてUN Womenが開発したカスタマイズされ

たガイダンスを活用しています。2020年の例としては、企業が

女性従業員に支援とエンパワーメントを提供し続ける方法、新型

コロナウイルス感染症による事業への悪影響を軽減する方法、ビ

ジネス慣行を適応させる際に新たな人材を引き付ける方法に関す

るガイダンスなどが挙げられます。UN Womenが開発した、テー

マ別のナレッジ製品（刊行物）、知識共有などの資源、および技

術支援やアウトリーチを利用して、企業は自社の新型コロナウイ

ルス感染症対策を評価し、バリューチェーン全体でのジェンダー

に配慮した措置によって、危機とその後を通じて女性を支援して

いることを確認することができます。 
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より迅速な行動のための強力なパートナーシップ
UN Womenによる政府への戦略・技術支援

チュニジア

UN Womenは、国連開発計画（UNDP）、WFP、国連人間居住計画（UN-Habitat）と連携し、2020年6月に国連新型コ

ロナウイルス感染症対策・復興MPTFから100万米ドルの資金を確保しました。この資金は、チュニジア政府が新型コロナ

ウイルス感染症への社会経済的対応を拡大し、それらの取り組みへのジェンダー視点の取り入れを支援する上で重要な役割

を果たしました。女性・家族・児童・高齢者問題省や女性議員との強力なパートナーシップの結果、UN Womenはジェンダー

に配慮したマクロ経済政策解決策に関するプログラムの専用ワークストリームにおける技術・運営面のリーダーとなってい

ます。また、UN Womenはジェンダーデータに関する技術的専門知識やチュニジア国立統計局とのこれまでの協力関係が

認められ、政策や意思決定に取り入れるための男女別データの収集と分析に関する国連システムのワークストリームも主導

しています。

レバノン

UN Womenは、政府パートナーと積極的に協力し、ジェンダーに配慮したアプローチを確保するために、マクロ経済政策

の議論に貢献しています。2020年には、コロナ禍、深刻な景気後退、そして甚大な被害をもたらしたベイルート港爆発事

故を背景に、よりジェンダーに配慮した社会的保護措置や経済刺激策を支援するために、迅速なジェンダー分析とデータを

提供しました。これは、政府が「緊急国家貧困標的プログラム」を拡大する際の重要な参考データとなり、その結果、現金

援助を受ける女性世帯主家計が14万戸増えました。

https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/10/report-women-on-the-verge-of-an-economic-breakdown-in-lebanon
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成果の概覧： 
ケア労働の平等な分担に向けた 
支援と実践6
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アラブ諸国では、パンデミック発生前からケア労働の課題におい

てUN Womenが確かなリーダーシップを発揮してきました。

2019年、UN Womenは初の包括的な地域調査を委託し、選択

したアラブ諸国におけるケア経済の状況を調査しました。新型コ

ロナウイルス感染症が発生したとき、UN Women地域・各国事

務所はパンデミックが女性のケア負担に及ぼす影響をいち早く認

識し、パンデミックが女性の無償および有償のケア労働に与える

影響を示す新たなエビデンス（証拠）が取り入られるよう、調査

の焦点を調整しました。  

ニーズ

2020年に、新型コロナウイルス感染症の封じ込め措置により、

学校、基本医療、デイケアセンターなど多くのサービスが閉鎖さ

れ、それらを提供する責任は家庭に移りました。これは家庭内の

ジェンダー役割分担を変えるきっかけになっていた可能性があり

ますが、実際には新型コロナウイルス感染症危機はむしろアラブ

地域の女性と男性の役割を規定する既存の制限的な社会規範を助

長する結果となりました。UN Womenが委託した新規の調査を

含む新たなエビデンスによると、危機の際には（世帯主である）

男性の仕事が女性の仕事よりも優先されるべきであるという認識

が強まるため、今回のパンデミック下でもケア負担は依然として

女性に偏っています18。アラブ諸国の女性はすでに男性よりも4.7

倍多くの時間を無償のケア労働に費やしており、この比率は世界

のすべての地域の中で最も高くなっています19。アラブ地域の一

部の国では、女性と男性が無償のケア労働に費やす時間の比率が

19対1にも達しています20。  

新型コロナウイルス感染症危機の下では、男性の雇用が優先され、

女性は登校できない子どもの世話や増えた家事をこなさなければ

ならないため、このような重いケア負担がさらに増大しました。

女性世帯主家計、働く女性、障がいを持つ女性にとって、無償ケ

ア労働の負担は特に大きいものです。また、家庭でのケア責任が

増えると、女児の学習時間が兄弟と比べて制限され、学校への復

帰が妨げられ、将来の経済的展望が狭まる可能性もあります21。

このようなパンデミックに起因するジェンダー固有の影響は、ア

ラブ諸国の女性とその家族を社会的、経済的、健康的に脆弱な立

場に追いやっているケア政策やサービスの大きな欠陥を浮き彫り

にしています。 

アラブ諸国における 
UN Women の対応

政策を明確化するためのデータと分析の改善 

UN Womenは、経済研究フォーラムとそのオープンアクセス・

マイクロデータ・イニシアチブと協力し、新たな分析を用いてア

ラブ諸国のケア経済を前進させるための政策アジェンダを提示し

ました。

アラブ地域

ケア経済の状況についてユニークなエビデンス（証拠）を提示

す る 地 域 報 告 書「Progress of Women in the Arab States 

2020: The role of the care economy in promoting gender 

equality」では、独自のマイクロデータ分析を用いて政策の優先

事項を策定しています。この調査では、新型コロナウイルス感染

症発生前の経済計算や政策設定においては無償ケア労働がほとん

ど考慮されていなかったことが強調され、パンデミック下では無

償ケアの責任を主に女性が負わされているという新たなエビデン

ス（証拠）が示されています。この報告書はアラブ地域の各国政

府に、コロナ禍中・後のケア経済に対する包括的なアプローチを

確立するよう求めています。これには、社会的保護制度の対象を

フォーマルおよびインフォーマルセクターで働いている女性と男

性の両方に拡大すること、ケアや休暇についてより柔軟な選択肢

を設けること、柔軟な勤務形態を制度化することなどが含まれま

す。エジプト、ヨルダン、パレスチナ、チュニジアでは、ケア経

済に関するUN Womenの地域報告書を補完するものとして、各

国の政策立案者に向けて的を絞った政策ブリーフが作成されまし

た。

2020年に、UN Womenはケア労働の負担と分配の問題
に対処するために、次の2つの重要分野に焦点を当てて取
り組みました。

1. 政策を明確化するためのデータと分析の改善

2. 社会規範および行動変容をもたらすキャンペーンの
立ち上げ

https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/12/the-role-of-the-care-economy-in-promoting-gender-equality
https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/12/the-role-of-the-care-economy-in-promoting-gender-equality
https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/12/the-role-of-the-care-economy-in-promoting-gender-equality
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社会規範および行動変容をもたらす 
キャンペーンの成功 

2020年にアラブ地域全体でロックダウンや移動制限が課された

ため、ケア責任の不平等な分配を正当化する社会規範を変えるこ

とが、新たに喫緊の課題となりました。UN Womenはすぐさま

対応し、行動変容をもたらすキャンペーンを通じてこのような固

定観念に対抗することに軸足を移しました。アラブ地域全体で、

UN Women事務所はこれらのキャンペーンの範囲、リーチ、影

響力を拡大するために、国連機関との連携を積極的に進めました。

アラブ地域

UN Womenは、スウェーデンの資金提供を受けた地域プログラ

ム「Men and Women for Gender Equality」の下、レバノン、

パレスチナ、エジプト、モロッコ、チュニジア、ヨルダンの6カ

国でマスキュリニティ（男性性）の積極的な行動変容をもたらす

キャンペーン「Because I am a man #لجر_ينأل」を主導しました。

このキャンペーンは、メインテーマとして「#لمعلا_اًيوس #Working 

Together」に焦点を当て、2020年にオンラインメディアとマ

スメディアを通じて18歳～ 59歳の男女3,500万人以上にリー

チし、オンラインエンゲージメントの約44%を男性が占めました。

これは、UN Womenが普通の男性をジェンダー平等のポジティ

ブなロールモデルとして紹介することに焦点を当てたコンテンツ

作成に成功したことを反映しています。このキャンペーンでは、

インフルエンサーや有名人が強力な提唱者として活動し、それぞ

れのソーシャルメディア・プラットフォームでメッセージの拡散

に力を貸してくれました。動画、目につく場所に設置された看板、

テレビ番組、ラジオ広告、ドラマシリーズ、歌やミュージックビ

デオ、アニメ、変化の物語など、2020年の1年で約200のコン

テンツが発信されました。

パレスチナ

UN Womenは、UN-Habitat、国連人口基金（UNFPA）、国連

薬物犯罪事務所（UNODC）と協力し、ロックダウン期間中に家

事を分担することのプラス面や、新型コロナウイルスの感染拡大

を抑えるための健康的な習慣についての意識を高めることを目的

としたオンラインキャンペーン「#دلبلا_يمحا」を開始しました。 

レバノン

UN Womenは、社会規範、負担の分担、ドメスティック・バイ

オレンスに関する行動変容をもたらすキャンペーンを年間を通し

て実施し、複数のソーシャルメディア・プラットフォーム

（Facebook、Twitter、LinkedIn）を通じて140万人以上の男性、

女性、女児、男児に働きかけました。

ヨルダン

UN Womenは、「#HeForSheAtHome campaign」キャンペー

ンを利用してパンデミックのジェンダー側面に取り組み、ジェン

ダー平等と女性のエンパワーメントを推進しました。これには、

ケアや家事の責任や作業をより平等に分担している優れた例の紹

介が含まれます。このソーシャルメディア・キャンペーンは、40

以上のオンラインイベントを配信し、500人の若者のボランティ

アを動員し、65万人以上の人々にリーチしました。

エジプト

UN Womenはエジプト国家女性評議会と協力し、「Because I 

am a man」キャンペーンの一環として、ジェンダー平等に向け

て男性と男児を動員するための入り口としてサッカーを利用し、

約700万人のソーシャルメディア・ユーザーに働きかけました。

チュニジア

ソーシャルメディア・インフルエンサー、有名人、スウェーデン

大使、国連常駐調整官の協力を得て、UN Womenは2021年初

めの発信に向けて、地元開発のコンテンツを作成する取り組みを

支援しました。

数字で見る実績

アラブ地域の 3,500 万人以上の人々が、2020 年に UN 

Womenが主導または支援した行動変容をもたらすキャン

ペーンに参画し、ケア責任の平等な分担を推進しました。

https://arabstates.unwomen.org/en/what-we-do/ending-violence-against-women/because-i-am-a-man-campaign
https://jordan.unwomen.org/en/news/stories/2020/may/heforshe-volunteers-take-over-social-media-to-raise-awareness-on-covid-19-and-gender-equality
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より迅速な行動のための強力なパートナーシップ
ソーシャルメディア・プラットフォームを通じて何百万人もの人々に働きかけ、 

ジェンダー規範を変える

レバノン

危機の発生当初、UN WomenとUNDPはケア労働をめぐる社会規範を変えるために、共同のソーシャルメディア・キャン

ペーンをいち早く立ち上げました。2020年4月の15日間にわたって複数のソーシャルメディア・プラットフォーム

（Facebook、Twitter）で展開された「#TogetherAndEqual」キャンペーンの目的は、女性に対する暴力の加害者に影響

を与え、働く母親の負担を軽減するために男性も家事や育児に参加するよう呼びかけることにありました。事実や統計を共

有し、家庭内での女性との協力を促す16のメッセージが、これらのプラットフォームを通じてアラビア語と英語の両方で発

信されました。このキャンペーンは2週間で21万人の人々にリーチし、15人以上のテレビプレゼンター、俳優、ブロガー、

アンバサダーが男性インフルエンサーとして参加しました。このキャンペーンの成功を受けて、UN Womenは市民社会パー

トナーとともに、2020年11月25日～ 12月10日に行われたジェンダーに基づく暴力に反対する16日間の「UNiTE女性

に対する暴力撤廃キャンペーン（16 Days of Activism against Gender-Based Violence Campaign）」の一環として、

前向きな子育て、ジェンダー平等規範、VAWGに関するメッセージを発信しました。これらのメッセージは、130万人の

Facebookユーザーと13万9,734人のInstagramユーザーによって閲覧されました。

モロッコ

UN Womenは、「Because I am a man」キャンペーンを利用して家事の分担に関する10本の動画を作成し、全国的なロッ

クダウン期間中に公開・発信しました。デジタル通信チャネルやスマートフォン技術を活用し、ソーシャルメディアのイン

フルエンサー、オピニオンリーダー、ジェンダー平等の支持者、男性視聴者を巻き込んだこのキャンペーンは、ソーシャル

メディアで730万人以上、テレビで最大650万人の人々にリーチしました。

パレスチナ

UN Womenは、「Because I am a man」キャンペーンをパレスチナの状況に合わせてカスタマイズし、介護、育児、家事、

女性や女児に対する暴力の防止、そして男性がより積極的にジェンダー平等をより広範に推進するよう促しました。また、

過去数十年かけて成し遂げられた女性の労働力参加率における脆弱な進歩がコロナ禍によって後退しかねないことを認識し、

これまでのキャンペーンの成功を踏まえ、父親の育児休暇の問題に再び焦点を当てました。この行動変容をもたらすキャン

ペーンは、2020年に複数のソーシャルメディア・プラットフォームを通じて3,431,379人以上の人々にリーチし、市民社

会との新たなパートナーシップを育み、父親の育児休暇をめぐる議論を高めました。その結果、多くの組織が雇用条件に父

親の育児休暇に関する規定を設けるようになりました。

https://arabstates.unwomen.org/en/what-we-do/ending-violence-against-women/because-i-am-a-man-campaign
https://palestine.unwomen.org/en/news-and-events/stories/2018/03/un-women-releases-the-first-study-revealing-palestinian
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成果の概覧： 
新型コロナウイルス感染症対策と 
復興における女性と女児の 
リーダーシップと発言力

7
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アラブ諸国では、UN Womenがあらゆるレベルの女性リーダー

を長期的に支援していることが強力な比較優位となっています。

当初から、UN Womenは新型コロナウイルス感染症対策におけ

る女性のリーダーシップと参画を強化するために戦略的に位置付

けられてきました。これには、イラク、ヨルダン、リビア、レバ

ノン、パレスチナ、シリア、チュニジア、イエメンでの女性・平和・

安全保障（WPS）の取り組みも含まれます。これらの国で、UN 

Womenは女性議員、草の根団体や地域社会団体、女性人権擁護

者、女性ネットワークと緊密な関係を長年にわたり築いています。

コロナ禍中・後にこれらのパートナーシップへの投資を続けるこ

とは、女性の声を届け、女性のリーダーシップを高めるために不

可欠なことです。さらに、WPSアジェンダは、女性が参画する

ことで、影響を受けた女性と女児のニーズや優先事項への対処が

向上し、危機がコミュニティ全体に与える社会経済的影響も改善

されることを示しています22。

ニーズ

感染率を抑制し、強靭性（レジリエンス）と復興を実現するため

には、女性のリーダーシップと貢献が依然として重要です。エボ

ラ出血熱のような過去の感染症の流行から得られたエビデンス

は、意思決定に女性や女性団体が参画することで、よりジェンダー

に配慮した対応が進むことを示唆しています23。 

逆に、経済計画や緊急時対応などさまざまな分野のエビデンスに

よると、女性に意見を求めず、意思決定に女性を参画させない政

策は効果が低く、有害にさえなりかねません24。獲得した限定的

な権利を後退させたり、持続可能な開発目標（SDGs）全体の達

成を危うくしたりしないためには、SDGsの目標5に沿ったジェ

ンダー平等と新型コロナウイルス感染症対策への女性の参画が不

可欠です。

しかし、エビデンスによれば、危機の最前線にいる人々の大多数

が女性であるにもかかわらず、各国の新型コロナウイルス感染症

意思決定機関への女性の参画率は低いのが現状です25。メンバー

のデータが入手可能なアラブ地域の23の新型コロナウイルス感

染症タスクフォースにおいて、女性はメンバーの17%を占める

に過ぎません26。タスクフォース・メンバーの圧倒的多数（96%）

は男性です27。ここ数十年の進歩にもかかわらず、アラブ諸国で

指導的役割を担う女性の存在は、世界の他の地域と比べてなお後

れを取っています28。アラブ12カ国の25,000人の回答者を対象

とした2019年の調査では、3分の2の回答者が「女性は公的なリー

ダーシップにおいて男性ほど有能ではない」と考えていまし

た29。これは、政策戦略や財源の配分に影響力を持つ上級意思決

定者としての女性の役割が、文化的態度によっていかに損なわれ

続けているかを浮き彫りにしています。

社会規範やジェンダー役割も、女性が地元の意思決定に参画する

ことを妨げています 30。UN Womenが支援した調査を含め、

2020年にアラブ諸国の女性団体を対象に行われた調査では、草

の根団体や女性団体が新型コロナウイルス感染症に関する意思決

定から排除され、資金の公正な分配を受けていないことが判明し

ました31。新型コロナウイルス感染症対策によって公共スペース

の利用が制限されたことで、これらの団体が提言やキャンペーン

を行う機会も制限されています32。

アラブ諸国における 
UN Women の対応

女性のリーダーシップと参画を提言するための 
リーダーや意思決定者の招集 

2020年を通して、UN Womenは新型コロナウイルス感染症対

策のあらゆるレベルで女性のリーダーシップと参画を促進するた

めに、リーダーや政策立案者を招集しました。オンライン会議は、

より多くの意思決定者にリーチし、より多くの女性の声を取り上

げられる可能性を秘めているもの、その設計次第では有意義な参

画を制限することにも、また、拡大することにもなります。UN 

Womenは「女性・平和・安全保障（WPS）」の取り組みを通じて、

UN Womenはその能力や経験を発揮できる分野に重点
を置いて、女性と女児のリーダーシップと参画を提唱して
います。新型コロナウイルス感染症対策と復興では、以下
のような分野です。

1. 新型コロナウイルス感染症対策・復興における女性
のリーダーシップの重要性を提言するための、リー
ダーや意思決定者の招集

2. 新型コロナウイルス感染症危機の最前線にいる女性
団体や女性への支援
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すでにこの種のフォーラムの運営に精通しています。そのため、

UN Womenはコロナ禍においてその専門知識を直ちに活かし、

特に女性の間でこれらのプラットフォームへのアクセスを向上さ

せることができました。

ヨルダン

女性のエンパワーメントに関する省庁間委員会やヨルダン国家女

性委員会とUN Womenとのパートナーシップは、同国の新型コ

ロナウイルス感染症緊急対策計画の草案作成への女性の参画を高

めることに貢献しました。計画策定プロセスへの女性団体の参画

を促すことで、新型コロナウイルス感染症が女性、女児、高齢者、

最前線で働く女性、コミュニティ活動家に与える影響に関して、

コミュニティに最新の情報を提供するための規定が計画に盛り込

まれるようになりました。

アラブ地域

2020年6月に、UN Womenアラブ地域事務所は「平等のため

のアラブ女性議員ネットワーク」（Ra’edat）と共同で、新型コ

ロナウイルス感染症対策における女性のリーダーシップと参画を

高めるための対話集会を主催しました。230名の国会議員、市民

社会および女性コミュニティのリーダーが一堂に会したこのオン

ライン対話集会は、女性リーダーが専門知識を共有し、新型コロ

ナウイルス感染症への政策対応やプログラム対応に役立つ解決策

を提示するための新たな重要な場となりました。対話集会で示さ

れた提言は、パンデミック下とその後も引き続き、Ra’edatの地

域アドボカシー活動の指針となります。

アラブ地域

2020年10月に、エルダーズ、ウィルトンパーク、UN Women

アラブ地域事務所、英外務・英連邦・開発省は、調停プロセスへ

の女性の参画に焦点を当てたハイレベルオンライン会議を開催し

ました。このフォーラムには25カ国の女性CSOと支持者が集ま

り、アラブ地域全体の和平プロセスの召集に関与するドナー政府、

地域組織、国連機関の意思決定者が参画しました。リビア、モロッ

コ、チュニジア、アルジェリア、イエメン、イラク、シリア、パ

レスチナからの女性の声に政策立案者が耳を傾け、ハイレベルの

調停プロセスから女性が排除されていることや、それに関連する

新型コロナウイルス感染症の影響が重要な問題として取り上げら

れました。

パンデミックは平和構築のデジタル化を加速させ、仮想空間を開

放して女性の有意義な参画を増加させる可能性を秘めています

が、参画者は逆のことが起きていると感じていました。女性の参

画が迅速に進むどころか、例えばハラスメントやデジタルジェン

ダー格差のない女性のオンライン空間の確保など、コロナ禍が女

性の参画に新たな課題を投げかけていることを、リーダーや政策

立案者は認識させられることとなりました。仮想空間では、女性

を巻き込むのは簡単かもしれませんが、女性の声を聞くことは難

しくなっています。これらの議論から情報を得て、UN Women

地域事務所は、コロナ禍中・後の和平プロセスへの女性の参画を

増やすための実際的な方法を文書化しました。

コロナ禍の最前線にいる女性団体や 
女性への支援 

危機の発生当初から、UN Womenはいち早く女性団体や草の根

団体に働きかけ、それらのニーズや優先事項を文書化し、その声

を高めました。2020年4月までに、UN Womenはコロナ禍が

女性団体にもたらした具体的な運営上の障壁を明らかにするため

に、緊急のサブ地域協議を実施しました。これらの取り組みは、

UN Womenの支援が現場の実際のニーズに合わせて調整される

ようにするために不可欠なものです。

アラブ地域

UN Womenは、新型コロナウイルス感染症危機を受けて2020

年6月に結成された「アラブ諸国市民社会団体・フェミニストネッ

トワーク」の創設を支援しました。バーレーン、エジプト、イラク、

ヨルダン、レバノン、リビア、モロッコ、パレスチナ、チュニジア、

イエメンの25のCSOや女性草の根団体で構成されるこのネット

ワークの目的は、アラブ地域の女性の発言力を高め、政府に政策

提言を行い、パンデミックへの対応においてCSOが実施した介

入の成功事例を紹介することにあります。2020年を通して、こ

のネットワークは女性団体間の協力やコミュニケーションの手段

を提供し、その結果、女性と女児を復興活動の中心に据えた協調

的なCSO地域対応計画が策定されました。

https://arabstates.unwomen.org/en/news/stories/2020/06/online-dialogue-women-leadership-amid-covid-19-in-the-arab-states
https://arabstates.unwomen.org/en/news/stories/2020/06/online-dialogue-women-leadership-amid-covid-19-in-the-arab-states
https://arabstates.unwomen.org/en/news/stories/2020/06/online-dialogue-women-leadership-amid-covid-19-in-the-arab-states
https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/11/the-elders-in-conversation-on-women-in-mediation-in-the-arab-world
https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2021/03/models-for-womens-inclusion-in-track-one-mediation
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アラブ地域

パンデミックを受けて、UN Womenはアラブ地域の「リーダー

シップ、エンパワーメント、アクセス、保護（LEAP）」プログラ

ムを適応させ、コミュニティのニーズに迅速に応えられるよう女

性団体への支援を強化しました。UN Womenが理事会のリー

ダーを務め、事務局を支援する「女性の平和と人道基金（WPHF）」

も、パンデミックの最前線に立つ女性団体が地域のプロジェクト

を承認するのを支援するために、「COVID-19緊急対応窓口」を

立ち上げました。これらの取り組みを通じて、UN Women事

務所はヨルダン、レバノン、リビア、パレスチナの現地の女性団

体・組織・ネットワークに技術支援や資金援助を行い、協調的な

対応活動における女性のリーダーシップや有意義な関与を促進

しました。
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より迅速な行動のための強力なパートナーシップ
草の根団体や女性団体へのライフライン支援の提供

アラブ地域

2020年3月に、WPHFは、イラクとヨルダンを含む8カ国の80の女性団体を対象に調査を行いました。その結果、約3分

の1の団体が、新型コロナウイルス感染症危機の影響を乗り切ることができないという深刻な懸念を表明しました。注目す

べきは、現地の女性団体の多くが、自分たちはパンデミックの予防と対応を行うのに特に適した立場にあると自認している

ことです。 

それでも、往々にしてその貢献は認識されず、資金も提供されません。UN Womenは、下記のイラクでのパートナーシッ

プが示しているように、既存の資金調達チャネルを利用することで、パンデミック下で女性団体への中核的な支援を増やす

ことができました。

イラク

「国連女性に対する暴力撤廃信託基金」を通じて、緊急に必要とされる資源がイラク女性自由協会（OWFI）に提供されまし

た。基金の既存の助成先であるOWFIは、追加支援を受けたおかげで、衛生手順が守られていることを確認しつつ、暴力を

受けた女性被害者／サバイバーのためにシェルターを開放し続けることができました。ロックダウンの開始に伴い、シェル

ターを利用したいという女性からの要望が倍増したことから、信託基金からの支援を受けて、パンデミックの影響に対応す

べくスタッフを増強しました。これには、新たな入居者を審査したり新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じたりするた

めに、3名のスタッフを配置したことなどが含まれます。

日本政府が支援するLEAP活動を通じて、UN Womenは著名な女性権利団体である「女性リーダーシップ研究所」とジェ

ンダーに基づく暴力の被害者／サバイバーにサービスを提供する「バグダッド女性協会」に追加の資源を提供することがで

きました。UN Womenの支援により、これらの女性団体は迅速に活動を適応することで、コロナ禍の影響を受けたコミュ

ニティの女性と女児の差し迫った生計ニーズや保護ニーズに対応できました。
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成果の概覧： 
データおよび調整メカニズムへの 
ジェンダー視点の組み込み8
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アラブ諸国におけるUN Womenの対応は、国のプロセ
スに対する国連システムの支援を強化するために戦略的に
位置付けられた次の3つの分野に焦点を当てています。

1. 男女別データの収集と利用、およびジェンダー分析
の推進

2. ジェンダー視点を主流化するための、政府やパート
ナーからの要請に応じた技術支援の提供

3. 各国の女性機関や女性団体と共同で行う的を絞った
政策提言

2020年に、UN Womenは新型コロナウイルス感染症対策に役

立てるためのジェンダーデータ推進の世界的リーダーとしての立

場を明確にしました33。アラブ諸国において、UN Womenはそ

のソートリーダーシップと3つのマンデート（規範、調整、事業

活動）を活かし、各国の対応やデータ収集におけるジェンダー主

流化を促進する取り組みの整合性を確保しています。 

ニーズ

ジェンダーに配慮した新型コロナウイルス感染症対策を行う上で

の大きな課題は、国の対応計画の参考となる性別および年齢別の

データが不足していることです。世界的に見ても、確認された新

型コロナウイルス感染者数と死亡者数を男女別に報告している国

は半数にも満たず、新型コロナウイルス感染症によるジェンダー

固有の影響の分析や適切な対応の策定を妨げています34。

地域的に見ると、男女別のデータが報告されているのは、アラブ

22カ国のうち新型コロナウイルス感染者数に関して15カ国、死

亡者数に関しては10カ国に過ぎません35。さらに、パンデミック

によって一部の国では統計作業が完全に停止し、また他の国では

データ収集に影響が出ています36。その結果、ジェンダーデータ

の優先順位がさらに低くなりかねず、深刻なデータ不足によって

女性と女児の脆弱性やニーズが見落とされた国の対応に繋がるの

ではないかという懸念が生じています。

男女別データの不足は、新型コロナウイルス感染症対策と復興を

監督する国の調整メカニズムから女性が排除されることで一段と

悪化します。国の新型コロナウイルス感染症対策を監督するため

に設立された機構は、その構成、任務、運営方法においてジェン

ダーに配慮する必要があります。このような機構に女性が含まれ

ていなければ、政府はその任務においてジェンダーへの配慮を主

流化するために重要で不可欠な専門知識を失うことになり、その

結果、意思決定は有効性が低くなり、有害なものになりかねませ

ん37。

アラブ諸国における 
UN WOMEN の対応

男女別データの収集と利用および 
ジェンダー分析へのさらなるフォーカス 

危機の発生当初から、UN Womenはパンデミックが女性と女児

に与える影響に関するデータ収集において、アラブ各国政府や研

究機関の主要な国際パートナーとなっています。

エジプト

国家女性評議会（NCW）は、UN Womenからの技術支援や

意 見 を 得 て、2020 年 3 月 に「Egypt’s Rapid Response to 

Women’s Situation During the COVID-19 Outbreak」と題

する政策文書を発行しました。この文書では、入手可能なデータ

とジェンダー分析を利用して多くの短期的および中期的な対策案

が提示されており、そのいくつかは後にエジプト政府によって採

用されました。このようにジェンダー分析とジェンダーに配慮し

た介入を迅速に行ったおかげで、女性の経済的安定、家庭内での

無償ケア労働増加への対処、女性と女児に対する暴力への取り組

みといった問題を、最初から国の対応活動の中心に据えることが

できました。

http://ncw.gov.eg/wp-content/uploads/2020/04/policypapereng.pdf
http://ncw.gov.eg/wp-content/uploads/2020/04/policypapereng.pdf
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アラブ地域

2020年全体および2021年にかけて、UN Women地域事務所は、

アラブ諸国のUNDP地域局と協力し、UN WomenとUNDPが

開発した「COVID-19グローバル・ジェンダー・レスポンス・ト

ラッカー（ジェンダー対応追跡ツール）」を定期的にアップデー

トしてきました。この生きたデータベースは、新型コロナウイル

ス感染症危機に対処するために世界中の政府が策定した政策措置

を監視し、ジェンダーに配慮した対応策を強調するものです。

2020年12月までに、UN WomenとUNDPは、アラブ地域の

22カ国で登録された317の新型コロナウイルス感染症関連対策

を分析しました。分析は、UN Women地域・各国事務所スタッ

フからの情報を基に行われ、女性と女児に対する暴力、無償のケ

ア労働、パンデミックに起因する経済的不安定という3つの主な

側面から317の対策を検討しました。これらの対策のうち、ジェ

ンダーに配慮していると判断されたのはわずか3分の1に過ぎま

せんでした。トラッカーは、入手可能なデータから新たな知見を

もたらし続け、さらなる措置が必要な分野を明らかにし、優れた

事例を共有することで政府による適切な政策決定を支援します。

トラッカーは、入手可能なデータから新たな知見を生成し続け、

さらなる措置が必要な分野を明らかにし、優れた事例を共有する

ことで政府による適切な政策決定を支援します。

政府やパートナーへの 
質の高いタイムリーな技術支援

UN Womenは要請に応じて、国の新型コロナウイルス感染症戦

略が女性や女児のニーズを満たすよう、政府や国連パートナーに

技術支援を直接提供しています。ジェンダー専門家を政府や国連

パートナーに迅速に派遣することで、危機管理計画や危機対応に

ジェンダー視点を体系的に組み込むことが可能になっています。

レバノン

UN Womenがジェンダー専門家を迅速に特定・確保し、世界保

健機関（WHO）―国事務所に派遣したことで、国家の新型コロ

ナウイルス感染症対策の枠組みにおいて保護とジェンダーが主流

化されました。  

チュニジア

女性・家族・高齢者省は、国際的に認められたジェンダーや保健

の専門家からの情報を利用し、危機対応活動に役立てました。

UN Womenの支援によって派遣された国内外の専門家が、同省

の新型コロナウイルス感染症対策、特に女性の健康ニーズに関す

る側面の策定に貢献しました。具体的な貢献としては、パンデミッ

ク下における女性の健康に関する4つの政策ブリーフの作成、

ロックダウン期間中の女性に対する暴力という陰のパンデミック

への対処、国の新型コロナウイルス感染症対策におけるジェン

ダーアプローチの統合を促進するためのハイレベルフォーラムの

開催に向けた同省への支援などが挙げられます。フォーラムで提

言された措置の多くは、その後、チュニジア政府によって採用さ

れました。

パレスチナ

UN Womenは、人道支援計画と対応においてジェンダー分析と

男女別データが利用されるよう、直ちに技術専門家を派遣しまし

た。WHOが主導する保健クラスターにジェンダーや保健の専門

家が派遣され、他のクラスターの活動を支援するためにジェン

ダー主流化の専門家が採用され、HCTの活動に情報を提供する迅

速なジェンダー分析にスタッフの時間が使われました。これらの

戦略は、HCT新型コロナウイルス感染症対策計画においてジェン

ダーを主流化し、コロナ禍によるジェンダー固有の影響に特化し

たセクションを設ける上で効果的でした。

数字で見る実績

アラブ地域における6つのUNCT社会経済対応計画には、

男女別データを使用した、大多数またはすべてのセクター

にまたがるジェンダー分析が含まれています。

https://data.undp.org/gendertracker/
https://data.undp.org/gendertracker/
https://data.undp.org/gendertracker/
https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20palestine/attachments/publications/2020/4/covid%2019%20-%20un%20women%20rapid%20gender%20analysis.pdf?la=en&vs=4626
https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20palestine/attachments/publications/2020/4/covid%2019%20-%20un%20women%20rapid%20gender%20analysis.pdf?la=en&vs=4626
https://inee.org/system/files/resources/2020_03_26%20HCT%20COVID-19%20Response%20-%20FINAL.pdf


アラブ諸国におけるUN WOMENの
新型コロナウイルス感染症対策 29

ジェンダーデータに関する 
効果的かつ的を絞った政策提言

UN Womenは、アラブ地域全体のジェンダーデータに関して

リーダーシップを有し、新型コロナウイルス感染症に関する新た

な研究を利用して的を絞った政策提言を行える戦略的な立場にあ

ります。各国の女性機関や女性団体との協力により、以下のよう

なジェンダー主流化の成果を達成することができました。

ヨルダン

同国の新型コロナウイルス感染症対策計画にジェンダーを組み込

むための提言は、ヨルダン国家女性委員会とUN Womenとの共

同作業として2020年3月に素早くまとめられ、政策立案者と共

有されました38。

パレスチナ

UN Womenが主導し、ヨルダン川西岸地区とガザ地区の30の

女性主導組織や女性リーダーと協力して行った迅速なジェンダー

分析の結果、ジェンダー分析とジェンダー主流化が人道的対応の

枠組みに組み込まれ、妊婦や授乳婦、暴力被害者／サバイバーな

どの女性を支援するための的を絞った介入が行われるようになり

ました。

エジプト

国家女性評議会が中心となり、UN Womenの技術的助言を受け

て作成された政策文書の発行後、4つのCOVID-19ジェンダー政

策トラッカー/追跡が直ちに採用されました。これらの政策トラッ

カーは引き続き政策立案者に情報を提供し、ジェンダー主流化に

関する説明責任を向上させています39。

https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20jordan/images/publications/2020/covid19%20and%20gender%20in%20jordan%20eng.pdf?la=en&vs=128
https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20jordan/images/publications/2020/covid19%20and%20gender%20in%20jordan%20eng.pdf?la=en&vs=128
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より迅速な行動のための強力なパートナーシップ
スポットライト：危機対応時のジェンダー専門家の迅速かつ効果的な派遣

レバノン

WHOとの緊密な連携の下、UN Womenはレバノンにおける国連システムの新型コロナウイルス感染症対策において、ジェ

ンダー平等と女性の権利という課題への関心を大幅に高めました。パンデミックの発生時、UN Womenレバノン事務所は

WHOにジェンダー専門家を派遣し、新型コロナウイルス感染症対策における保護とジェンダーの主流化を主導しました。

その結果、レバノンの新型コロナウイルス感染症対策計画枠組みにおける活動の40%がジェンダー課題に対処するものとな

り、計画・報告書のすべて（100%）にジェンダー分析とジェンダーに配慮したアプローチが組み込まれました。これらの

努力は、VAWGへの関心の高まりや、この問題に取り組むための各国当局の行動として結実しました。また、WHOはすべ

ての新型コロナウイルス感染症・監視データについて、男女別および年齢別のデータを義務付けました。6カ月間の派遣の後、

WHOは専任のジェンダーアドバイザーを採用し、UN Womenに対してさらに6カ月間、個人とその職務の能力開発を支

援するよう要請しました。 

派遣の一環として、UN WomenとWHOはUNFPAおよびレバノン女性国家委員会と協力して差し迫った課題に関する定

期ジェンダーアラートを発行し、実務者に向けた参考資料をまとめ、政策や意思決定に影響を与えるための提言を作成しま

した。アラートの所見は、新型コロナウイルス感染症会議や省庁間タスクフォースで共有・議論されたほか、WHOの新型

コロナウイルス感染症日報に掲載され、全国メディアで取り上げられました。これは、全国のドメスティック・バイオレン

スホットラインへの資源を拡充したり、「Generalization 68/2020」制定によりロックダウン下におけるドメスティック・

バイオレンスの遠隔およびオンライン起訴手続きを改善したりするなど、政府のエビデンス（証拠）に基づく意思決定を支

援しました。

https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/04/gender-alert-on-covid-19-lebanon
https://arabstates.unwomen.org/en/digital-library/publications/2020/04/gender-alert-on-covid-19-lebanon
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成果の概覧： 
コロナ禍におけるジェンダーに 
配慮した人道支援活動9
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アラブ地域のデータによると、人道支援システムは複数の重なり

合った危機の矢面に立たされ続けている女性と女児のために、よ

り良い支援を提供する必要があります。UN Womenは人道的危

機そのものに対応する能力を備えていませんが、他の団体の人道

的対応プログラムに女性の問題や保護を盛り込むための調整や提

言をリードできる唯一の存在です。 

パンデミックの発生に伴い、人道支援の場でUN Womenのプレ

ゼンスを拡大し、ジェンダーに配慮した措置が新型コロナウイル

ス感染症対策・復興に組み込むことには付加価値があると認識さ

れています。

ニーズ

人道的状況では、女性と女児はより大きな影響を受けます。ジェ

ンダーに基づく暴力（GBV）を経験している女性は、世界全体で

は35%であるのに対し、人道的状況では70%に上ります40。紛

争地帯にいる思春期の女児が学校に通っていない可能性は、非紛

争地帯にいる女児よりも90%も高くなっています41。予防可能な

妊産婦死亡の60%は、紛争、強制移住、自然災害の状況下で起

きています。

人道的危機は、家族や社会的ネットワークを崩壊させ、それぞれ

のジェンダーが果たす役割を変え、保護構造を破壊します。社会

経済的な不安定性や長期にわたる人道的危機を背景に新型コロナ

ウイルス感染症以前からすでに不安定な状態にあったアラブ地域

は、パンデミックによって特有の影響を受けており、6,250万人

以上の女性、男性、女児、男児が人道支援を必要としていま

す42。新型コロナウイルス感染症によって医療システムのひっ迫

が続く中、人道的状況に置かれた女性や女児が不当に大きな影響

を受けていることは明らかです。

イラク、レバノン、リビア、パレスチナ、シリア、イエメンでは、

パンデミックを通じて、女性の保護、生計、リーダーシップ、参

画を対象としたサービスの欠陥が白日の下に晒されました。デー

タによると、アラブ地域の紛争被災国ではGBVの発生件数の増

加が報告されているにもかかわらず、GBVの予防や対応のため

の取り組みは慢性的な資金不足の状態にあります43。継続的な紛

争が女性の経済的機会や生計をすでに制限している地域では、パ

ンデミックがこれらの脆弱性をさらに悪化させていることが調査

で示されています。

UN Womenがリビアで行ったフラッシュ調査の結果によると、

女性の52%が新型コロナウイルス感染症危機によって仕事に影

響を受けており、26%はロックダウンが延長されれば生計に影

響が出ると予想しています44。

新型コロナウイルス感染症封じ込め対策も女性の社会参画や移動

の自由を奪い、公共の場やサービスへのアクセスを制限していま

す。さらに、女性権利団体や女性主導組織、女性リーダーが、新

型コロナウイルス感染症への人道的対応に関する意思決定に含ま

れていない、あるいは資金の公正な分配を受けていないという報

告もあります 45。

アラブ諸国における 
UN Women の対応

ジェンダー課題に関する調整、リーダーシップ、 
専門知識の提供

新型コロナウイルス感染症の発生前から、UN Womenは、エジ

プト、イラク、ヨルダン、レバノンにおける3RPの積極的パート

ナーとして、国や地域レベルの人道支援機構に参画していました。

また、ヨルダン、レバノン、パレスチナ、イエメンの「人道支援

におけるジェンダー（GiHA）」調整グループでも主導的な役割を

果たしています。2020年には、パンデミックのジェンダー側面

に関する緊急分析、ジェンダー主流化のための技術支援、最前線

にいる女性団体への支援拡大など人道支援パートナーがUN 

Womenを頼りにし、こうしたフォーラムに関与する重要性が高

まりました。

2020年に、アラブ諸国のUN Womenは次のような形で
この地域における人道的役割を果たしました。

1. 人道支援パートナーへのジェンダー問題に関する調
整、リーダーシップ、専門知識の提供

2. 新型コロナウイルス感染症関連の人道支援活動にお
ける女性CSOの声、権限、能力の推進

3. 女性の経済的生計や保護ニーズに対応する強靭（レ
ジリエンス）プログラムの支援
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アラブ地域

パンデミック発生時、UN Womenは国連人道問題調整事務所

（OCHA）とCAREを共同議長とする地域GiHAワーキンググルー

プを設立し、危機下での情報共有、アドボカシーの合理化、対応・

復興・強靭性（レジリエンス）構築措置へのジェンダー視点の組

み込みを強化するための多部門間調整を促進しました。さらに、

UNDP、UNFPA、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）、国連

児童基金（UNICEF）、WFP、WHO、国際救済委員会（IRC）、マー

シーコープス、オックスファム、TearFundからの参画も得て、

ワーキンググループはコロナ禍の共同人道支援において女性と女

児のニーズや権利への対処がなされるよう、共同アドボカシーと

ジェンダー分析の共有を迅速に行いました。

パレスチナ

UN Womenは、GiHA調整機構にジェンダー専門家をいち早く

派遣し、新型コロナウイルス感染症への準備と対応におけるジェ

ンダー主流化を支援しました。技術専門知識が追加されたことに

より、「Humanitarian Needs Overview（人道的ニーズの概要）」

にジェンダー視点がより強く組み込まれ、人道支援活動の主要セ

クター（または「クラスター」）のそれぞれにおいてジェンダー

関連のニーズへの関心が高まりました。この技術支援では能力開

発にも重点が置かれ、170人の国連および国際NGO（INGO）

スタッフに対して、「The IASC Gender and Age Marker （機

関間常設委員会（IASC）ジェンダーと年齢マーカー）」に関する

オンライン研修が提供されました。

レバノン

UN Womenは、人道支援機関と新型コロナウイルス感染症調整

機関の連携を強化しました。UN Womenはジェンダー問題にお

けるリーダーシップが評価され、性的搾取・虐待の防止（PSEA）、

性的・ジェンダーに基づく暴力（SGBV）、移民・難民、ジェンダー

に関する調整フォーラムにWHOを代表して参画するパートナー

として選ばれました。その結果、国連の人道調整機構はパンデミッ

クの動向や政策対応に関する最新の情報から恩恵を受け、UN 

Womenはジェンダーに配慮した取り組みの数を増やすことがで

きました。これには、すべての情報資料がジェンダーに配慮され、

移民らの言語に翻訳されるようにすることや、SGBVホットライ

ンのチラシが新型コロナウイルス感染症衛生キットと一緒に配布

されるようにすることなどが含まれます。 

ヨルダン

UN Womenは2020年に、セクター・ジェンダー・フォーカル

ポイント・ネットワークおよびローカリゼーション・タスクチー

ムという2つの調整機関の共同議長を務めました（前者はUNHCR

と共同、後者はヨルダンINGOフォーラムと共同）。この役割にお

いて、UN Womenは人道支援パートナーに女性と女児のニーズ

を評価して対応するよう促すとともに、ジェンダーが他の不平等

要因（年齢、民族、障がい、貧困レベル、地理的所在地、移民や

難民という立場など）とどのように相互作用して健康状態に影響

を与えるかを考慮したプログラミングアプローチを推進しました。

また、能力開発の機会や技術ガイダンスを通じて、新型コロナウ

イルス感染症が難民や受入コミュニティに与える影響について人

道支援機構がよりきめ細かく理解できるようにしました。

アラブ地域

UN Womenは、WHOが主導する新型コロナウイルス感染症危

機管理グループの積極的なパートナーとして、アラブ諸国の女性

と女児にリスクコミュニケーションのメッセージが確実に届くよ

う、組織間の取り組みを主導しました。リスクコミュニケーショ

ンとコミュニティエンゲージメントに関する国連ガイドラインに

UN Womenの意見が盛り込まれたことで、国内避難民、移民、

難民、妊婦、授乳婦、障害を持つ女性や女児、紛争地帯の女性など、

最も脆弱で疎外されている女性や女児にどのように接触し、つな

がりを持つかに大きな重点が置かれるようになりました。

数字で見る実績

2020年には、17の国家・地域人道調整機構とフォーラム

が、UN Womenの戦略的ガイダンス、技術支援、政策ア

ドバイスの恩恵を受けました。

https://jordan.unwomen.org/en/digital-library/publications/gender-and-intersectionality-in-rapid-assessments
http://www.emro.who.int/images/stories/media/documents/rcce_guideline_english.pdf?ua=1
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女性団体の声、権限、能力の推進 

UN Womenはアラブ地域の紛争被災国において、最も被害を受

け、最もリスクにさらされている女性と女児が新型コロナウイル

ス感染症対策で最大限の役割を果たし、コロナ禍の影響から保護

されるように取り組んでいます。アラブ諸国では、女性・平和・

安全保障に関するCSOの活動に資金援助を行っていることから、

UN Womenはこうした取り組みを推進する上で唯一無二の立場

にあります46。

アラブ地域

人道支援の場で女性団体が利用できる資金が乏しい中、UN 

Women はアラブ地域におけるこのギャップを埋めるため、

WPHF や LEAP ポートフォリオなどを通じて活動しました。

WPHFの新型コロナウイルス感染症緊急対応窓口の下で、100

万米ドルに迫る緊急プログラム／機関資金が、ヨルダン、パレス

チナ、イエメンの女性団体を支援するために提供されました。

2020 年に、UN Women はエジプト、イラク、ヨルダンで

LEAP活動を適応させ、プログラムのアウトリーチを拡大しまし

た。例えば、ソーシャルメディアや安全な空間を利用してより多

くの女性や女性団体にリーチし、UN Womenが支援する「キャッ

シュ・フォー・ワーク（労働対価による支援）」介入や少額の助

成金を提供しました。

アラブ地域

UN Womenは、「女性・平和・安全保障（WPS）」アジェンダ

のリーチを利用してイラク、リビア、パレスチナ、シリア、イエ

メンの91の女性団体を集め、コロナ禍の中で停戦を呼びかける

共同声明を発表し、パンデミック発生時に国連事務総長が出した

グローバルアピールに加わりました。地域メディアや国際メディ

アで取り上げられたこの声明は、アラブ地域の紛争と、平和構築

や人道支援活動における女性の重要な役割にスポットライトを当

てています。

パレスチナ

UN Womenの支援を受けて、ガザ地区とヨルダン川西岸地区の

30以上の女性団体が危機発生時に仮想プラットフォームを構築

し、情報共有の場を提供するとともに、人道支援や新型コロナウ

イルス感染症対策プロセスにおける女性の声を広く伝えました。

UN Womenはその調整と招集の役割を通じて、この女性リー

ダーと女性団体のプラットフォームと、首相府、パレスチナ中央

統計局長、女性問題省との間の会合を推進しました。2020年に

行われたこれらの議論の結果は、データの作成や分析を含む国の

新型コロナウイルス感染症対策計画において、女性と女児のニー

ズがより適切に対処されるようにするのに役立ちました。

リビア

UN Womenの支援によって、「平和構築のためのリビア女性ネッ

トワーク」は活動を迅速に適応させ、支援が届きにくい地域にい

るリビアで最も弱い立場にある男性、女性、女児、男児に支援の

手を差し伸べることができました。このネットワークは、新たな

デジタルプラットフォームやラジオプラットフォームを利用して

新型コロナウイルス感染症に関する正確な情報を発信し、暴力被

害者／サバイバーホットラインの電話番号を紹介することができ

ました。また、What’s Appやソーシャルメディアのページを使っ

てパンデミックに対応したオンライン活動の規模を拡大し、平和

構築活動と新型コロナウイルス感染症対策のいずれにおいてもさ

まざまなレベルで女性の声を届け続けることができました。

女性の経済的生計と保護に対応する 
強靭性（レジリエンス）プログラム

強靭性（レジリエンス）プログラムにジェンダー視点が取り入れ

られていないことは、人道支援システムにおける長年の欠陥であ

り、UN Womenが付加価値を実証している分野でもあります。

2020年に、アラブ諸国のUN Womenは、強靭性（レジリエンス）

と女性の経済参画の強化やジェンダーに基づく暴力（GBV）の軽

減を目的とするプログラムへの支援を優先し、予防的取り組みに

大きな重点を置きました。

https://wphfund.org/covid19projects/
https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20arab%20states/attachments/2020/05/ceasefire%20declaration/declaration-csos-en_02%20final.pdf?la=en&vs=4151
https://www2.unwomen.org/-/media/field%20office%20arab%20states/attachments/2020/05/ceasefire%20declaration/declaration-csos-en_02%20final.pdf?la=en&vs=4151
https://news.un.org/en/story/2020/03/1059972
https://news.un.org/en/story/2020/03/1059972
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パレスチナ

UN Womenは、ガザ地区赤新月社（RCS4GS）および社会変革

協会の役割（ADWAR）と協力し、社会から取り残され新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けた女性に必須の保護サービスを提

供し、その経済的強靭性（レジリエンス）を強化しました。UN 

Womenの支援を得て、ADWARはヨルダン川西岸地区で無条

件の現金給付と「キャッシュ・フォー・ワーク」を実施しており、

RCS4Gはガザ地区で無条件の現金給付と合わせて、GBVケース

マネジメント、心理社会的支援、法律相談と法廷代理、保健・リ

プロダクティブ・ヘルスサービス、紹介などの基本的な保護サー

ビスを提供しています。 

イラク

UN Womenは、女性に対する暴力対策局と連携し、国内避難民

の多い北部の行政区画でリモートGBVサービスの提供を強化し

ました。家族保護チームや対策局スタッフを支援することで、避

難している暴力被害者／サバイバーを含む女性と女児のための必

須保護サービスを継続させることができました。 

アラブ地域

2020年に、UN Womenのマンデートである調整役としての使

命を活用して、国連システム全体でのジェンダーに配慮した新た

なモニタリング手法の採用を支援しました。UN Women地域事

務所は国連食糧農業機関（FAO）と協力し、ショックやストレス

に対する女性の強靭性（レジリエンス）を高めるために不可欠な

短期的および長期的要因についてより強力なエビデンスを得るた

めに、ジェンダーに配慮した強靭性（レジリエンス）指数を開発

しました。このツールは、国連システム内外における女性の権利

とジェンダー平等に関するパフォーマンスについての説明責任も

増大させます。エジプト、イラク、レバノン、パレスチナ、イエ

メンの人道支援パートナーとともに試験運用されたこのモニタリ

ング手法は、2020年の強靭性（レジリエンス）プログラムで女

性のニーズを満たすことに貢献しました。初期の調査結果からす

ると、UN Womenのジェンダーに配慮した強靭性（レジリエン

ス）指数は、コロナ禍中・後に女性の強靭性（レジリエンス）を

高めるために必要な投資の種類や戦略の組み合わせについて、明

確な指標を提供すると考えられます。

数字で見る実績

UN Womenが支援するプログラムやパートナーを通じ

て、紛争の影響を受けた1,426人の女性と女児が、2020

年に緊急かつ必須のサービスの提供を受けました。



アラブ諸国におけるUN WOMENの
新型コロナウイルス感染症対策 36

より迅速な行動のための強力なパートナーシップ
スポットライト：国連の人道支援機構におけるUN Womenの付加価値

アラブ地域の人道支援パートナーへの技術支援 

2021年1月に、UN Women地域事務所は主要な人道支援パートナー（国際赤十字赤新月社連盟（IFRC）、FAO、UNDP、

UNICEF、WFP、WHO）とともにアセスメントを実施し、新型コロナウイルス感染症対策プログラムにジェンダー視点を

取り入れることへ確約し、課題を特定、機関間の調整機構に対するUN Womenの影響力の認知度を測りました。

アセスメントの結果は、新型コロナウイルス感染症関連活動においてジェンダーを主流化するためのパートナーの取り組み

が著しく増えていることを示唆しており、回答者はUN Womenの調整役としての役割や専門知識を通じての付加価値を強

調しています。パートナーは、健康から経済、安全保障、社会的保護に至るまで、あらゆる分野における新型コロナウイル

ス感染症のジェンダー固有の影響について、UN Womenの政策ブリーフや手引書を活用しました。例えば、UN Women

による時を得たジェンダー分析やジェンダーデータの作成・発信が、プログラムの設計にしばしば役立ちました。

人道支援パートナーはまた、UN Womenが公の場や機関間会議で女性と女児を新型コロナウイルス感染症対策の中心に据

えるよう提唱し続けてきたことによる良い効果も指摘しています。

人道支援におけるジェンダー（GiHA）調整グループ

UN Womenは、人道支援におけるジェンダー（GiHA）リファレンスグループの共同議長および事務局の一員として、ジェ

ンダー平等と女性のエンパワーメントに関するIASCの実践的グローバルコミュニティにおいて主導的役割を担っています。

アラブ諸国では、UN Womenは5つのGiHA調整グループの共同議長を務めており、参画している他のすべてのグループ

の積極的なメンバーでもあります。パンデミックが発生して以来、コロナ禍において女性、女児、男児、男性それぞれのニー

ズが考慮されるよう、UN Womenが調整役としての立場やジェンダーに関する専門知識を活用することがますます求めら

れています。パートナーのニーズが危機下で急激に増え、利用可能な資金額を超えたものの、UN Womenの地域・国事務

所はその要求に応えました。

2020年に、UN Womenはパンデミックがジェンダーに与える影響に関する新たなデータを収集し、人道支援パートナー

と共有しました。人道支援計画でジェンダーを主流化するために専門知識を適時入手することが不可欠であったレバノンと

パレスチナの調整グループには、ジェンダーの専門家が派遣されました。UN Womenはパートナーシップへの投資を継続し、

クラスターやセクター全体の人道支援活動へのジェンダー平等プログラムの統合を強化するために、実用的で応用可能なさ

まざまなツールを国連機関やINGOに提供しました。

最後に、UN Womenはジェンダー平等と女性のエンパワーメントに関するシステム全体の活動の説明責任を促進する、ジェ

ンダーに配慮した強靭性（レジリエンス）指数などの新たなモニタリングツールを開発しました。
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3RPとWHO危機管理グループ

新型コロナウイルス感染症危機が発生したとき、UN Womenは3RP、WHO危機管理グループ、HCTを含む地域新型コロ

ナウイルス感染症調整機構の積極的なメンバーとして、パートナーの支援要請に迅速に対応しました。 

これらの機構を通じて、UN Womenは規範、調整、事業活動というマンデートを活用し、国や人道支援パートナーがパン

デミックによるジェンダー固有の影響をより正確に理解し、対処できるように支援しました。また。信頼できる規範的・専

門知識の提供者として、2020年を通してジェンダー分析、戦略的ガイダンス、政策アドバイスを行いました。議論や計画

立案の際に女性と女児のニーズが取り上げられ、優先するために、UN Womenの地域および国レベルのスタッフの参画が

不可欠でした。

UN Womenの貢献により、WHO東地中海地域事務局の「COVID-19戦略的準備・対応計画」や、難民・受入コミュニティ

における女性と女児のジェンダー特有のニーズや脆弱性をより深く洞察した「3RP Regional Needs Overview」において、

ジェンダー主流化が目に見える形で実現しました。

https://apps.who.int/iris/bitstream/handle/10665/333943/WHOEMCSR291E-eng.pdf?sequence=1&isAllowed=y
http://www.3rpsyriacrisis.org/wp-content/uploads/2021/02/RNO_3RP.pdf
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アラブ諸国における 
UN Women の優先的な 
資金需要10

2021年から2022年にかけて、アラブ諸国のUN Women地域

事務所、多国間事務所、各国事務所は、以下の実現を共に目指す

パートナーやドナーを求めています。

コロナ禍からの長期的復興による 
女性と女児への恩恵の確保

危機の影響は決してジェンダー間で平等ではなく、コロナ禍も例

外ではありません。本報告書全体にわたって強調されているよう

に、パンデミックはアラブ諸国の女性と女児に特に大きな不利益

をもたらしており、ジェンダー平等の達成度が世界で最も低い地

域における既存の不平等をさらに悪化させています47。このよう

なジェンダーにもとづく偏見や不平等の拡大を踏まえると、

SDGsに向けたアラブ諸国の進展状況について長期的な視点を維

持しながら復興に取り組むことが重要です。

ここでUN Womenは、SDGsの目標5と、分野横断的な優先事

項としてのジェンダーのいずれにも完全に整合する、ジェンダー

平等に焦点を当てた独自のマンデートを通じて、アラブ諸国での

「2030アジェンダ」の実施に貢献する中心的な役割を担っていま

す。 新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 と 復 興 に お い て、UN 

WomenはSDGsの目標5に関する説明責任を果たし、女性と女

児のためにより良き再建を目指す国連と加盟国の取り組みを支援

するためのマンデート、技術的専門知識、比較優位を持っています。

比較優位を持つ分野における 
ジェンダーギャップの解消

今回の危機はジェンダー平等と女性と女児のエンパワーメントを

目指すSDGsの達成に向けた進展を阻害する恐れがある一方、パ

ンデミックはアラブ社会における女性の重要な役割と可能性を確

固たるものにしています。コロナ禍からの復興は、労働力への参

加、無償ケアの提供、政治意思決定、和平交渉、人道支援活動な

どの分野でジェンダーギャップを解消するためのまたとない機会

となります。

しかし、まずはデータギャップをなくさなければ、ジェンダー

ギャップを解消することはできません。「Women Count」プロ

グラムなど、アラブ地域におけるUN Womenの活動は、データ

ギャップを解消し、各国でデータがより体系的に利用されるよう

に取り組んでいますが、女性の無償労働、人道的状況におけるジェ

ンダーに基づく暴力、社会保護の適用範囲など、最も差し迫った

問題のいくつかについては、データの不完全さや欠落が残ってい

ます。

アラブ諸国の女性と女児のための地域的な擁護者であるUN 

Womenは、本報告書で取り上げられているこれらのテーマや政

策分野における専門知識に定評があります。コロナ禍からの復興

とその後のアラブ地域において、UN Womenが各分野の比較優

位を活かして取り組む主な優先事項は以下のとおりです。

1. ジェンダーに基づく暴力の撤廃

2. 女性の経済的エンパワーメント

3. 「女性・平和・安全保障」アジェンダの推進

4. ジェンダーに配慮したガバナンス、女性のリーダー
シップと政治参画

5. 人道・開発・平和の連携（ネクサス）全体でのジェ
ンダー平等の推進

https://data.unwomen.org/women-count
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 » ターゲット5.2：人身売買や性的、その他の種類の搾取など、すべての女性および女児に対する、公共・私的空間におけ

るあらゆる形態の暴力を排除する。

 » ターゲット5.4：公共のサービス、インフラ、および社会保障政策の提供、ならびに各国の状況に応じた世帯・家族内に

おける責任分担を通じて、無報酬の育児・介護や家事労働を認識・評価する。

 » ターゲット5.5：政治、経済、公共分野でのあらゆるレベルの意思決定において、完全かつ効果的な女性の参画および平

等なリーダーシップの機会を確保する。

 » ターゲット5.c：ジェンダー平等の促進、ならびにすべての女性および女子のあらゆるレベルでのエンパワーメントのた

めの適正な政策および拘束力のある法規を導入・強化する。

 » ターゲット8.5：2030年までに、若者や障害者を含むすべての男性および女性の、完全かつ生産的な雇用および働きが

いのある人間らしい仕事（ディーセント・ワーク）、ならびに同一労働同一賃金を達成する。

SDGsの目標5

これらの優先分野において、UN Womenは、よりジェンダー平

等で包摂的かつ持続可能な経済や、女性や女児を置き去りにしな

いより強靭な社会を再構築するために、政策立案者、国連システ

ム、市民社会、コミュニティ、草の根女性団体を支援する戦略的

な立場にあります。しかし、UN Womenにはそれを実行するた

めの資源が必要です。

アラブ地域における 
ジェンダー平等のための資金不足の解消

2020年に、ジェンダー平等に関する多くの開発協力プログラム

の焦点は、パンデミックの直接的な影響に適応・対応するための

受益者支援に移りました。今回の危機を受けて、アラブ地域への

政府開発援助（ODA）は減少すると予想されます。その一方、

アラブ諸国でのジェンダー平等と女性のエンパワーメント推進を

目指す活動への資金提供を継続するために、ドナー国からは多額

の支援が寄せられています。ジェンダー平等と女性のエンパワー

メントに取り組む国連機関として、UN Womenは最適なパート

ナーとしての地位を確立しています。

2020年に、ドナーの厚意と柔軟性のおかげで、UN Womenは

アラブ諸国におけるプログラムの継続性を確保し、自身の運営と

政府パートナーへの支援を維持し、地域全体の女性と女児の生活

にプラスの影響を与えることができました。既存のドナーは資金

の流れを調整する意思を示し、UN Womenの地域全体での新型

コロナウイルス感染症対策に力強くコミットしているにもかかわ

らず、拠出金のペースと水準は、増え続けるニーズに追いついて

いません。

アラブ諸国のUN Womenは、コロナ禍でジェンダー平等の優先

事項を支援するための追加資金を早急に求めており、その額は

2021年～ 2025年に年間7,000万米ドルと試算されています。

これには、地域全体の支援と、UN Womenが事務所を置く9カ

国およびUN Womenが非常駐機関である4カ国への直接援助が

含まれます。

3つのマンデート、そして、効果的な対策へのニーズは、（UN 

Womenの人的資源能力を制限する）大幅かつ慢性的な資金不足

にもかかわらずUN Womenを駆り立て、資金の制約や複雑な政

治環境をものともせず成果を残すという確かな実績を打ち立てま

した48。 

パンデミックは、アラブ諸国におけるSDGsの目標5の達成に深

刻な影響を与えるでしょう。2021年～ 2025年にUN Women

に追加投資することで、SDGsの目標5のターゲットなど、特定

のジェンダー問題を反映したSDGsのターゲットが新型コロナウ

イルス感染症対策・復興活動において確実に優先されます。

アラブ地域でUN Womenが優先的に取り組むターゲットは以下

のとおりです。
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27 同上
28 UNDP 2020.  
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32 同上
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34 WHO 2020.
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37 UN 2020a.
38 UN Women 2020a.
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40 OCHA 2020b.
41 同上
42 AbiRafeh 2020.
43 OCHA 2020a; Clugston and Spearing 2020. 
44 UN Women 2020e.
45 Fuhrman and Rhodes 2020.
46  71カ国（エジプト、パレスチナ、イラク、ヨルダン、レバノン、リビア、チュニジア、シリア、イエメンを含む）の317の

CSOを対象に、女性平和構築者のグローバルネットワーク、コードエイド、女性・平和・安全保障に関するNGOワーキンググ
ループが実施した2015年の調査によると、CSOの3分の2近く（63%）が女性・平和・安全保障に関する活動のためにUN 
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47 World Economic Forum 2019. 
48 UN Women 2017
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